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失恋御曹司は残業プリンセスに一目惚れしました
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第一話











　金曜日の夜。




　浮かない顔の石川いしかわ結衣ゆいに、バー「京美人」のママ、京子きょうこはきっぱりと言った。

「思った通り。やっぱりしょぼくれた顔してる。ずっとアパートに引きこもってたんでしょ。表情筋が死んでるよ」

　結衣はむっとして言い返した。

「もともとこんな顔なんです」

「引きずりすぎって言ってんの」

　そんなの当たり前、と言い返そうとして思いとどまる。

　幼なじみに喧嘩を売っても仕方がない。

　グラスを回して、カラコロと氷のぶつかる音を聞きながら結衣は小声で呟いた。

「失恋して、まだ一ヶ月しか経ってないんだもの……笑顔になんてなれないよ。ここに来るのだって必死だったんだから」

　頭の中に好きだった人の面影がよぎる。慌てて打ち消そうと頭を振ったが、ままならない。

　京子はふっ、とため息をつき、意味深な視線を送ってきた。

「まだ、じゃなくて、もう一ヶ月、でしょ。花の命は短いのよ。さっさと次の男を見つけなきゃ、あっという間に枯れちゃうわ」

　京子とは長い付き合いになるが、本当に何事も引きずらない。

　終わったことをいつまでもグズグズ考えてしまう自分とは全然違う。

　結衣はため息をついた。

　彼女の呼び出しに応じてみたものの、やっぱり気分は盛り上がらない。

　ネガティブな自分を再確認して落ち込むばかりだ。

　もう帰ろうかと思った時、見透かしたように新しいカクテルが差し出される。

「頼んでないけど……」

「あんたのじゃないわ。ＶＩＰルームに持ってって」

　京子は満面の笑みを浮かべている。

　何か企んでいる顔だ。

「なんで私が」

　京子はその質問には答えず、声をひそめて逆に尋ねてきた。

「見てよ。うち、女性客が増えたと思わない？」

　それは店に足を踏み入れた瞬間、気がついていた。

　店のオーナーである京子が二十五歳という歳の割に大人びているためか、「京美人」の常連は年配の男性客が多い。

　いつもはグレーのスーツ姿であふれるフロアが、オシャレな女性たちのおかげで華やいで見える。

「王子さまが来てるのよ。新規のお客様はみんな彼目当て」

　京子は大きな瞳をキラキラさせている。とっておきの秘密を教えてあげる、といった風情だった。

「王子さまが、ここに？」

　驚く結衣に、京子はふふふ、と満足そうに笑った。

「やあね、もちろん本物じゃないわよ。でも、その呼び名にふさわしい、いい男なのは間違いないわね。いつも一人でいらっしゃるんだけど、私以外誰も声をかけられないの。それくらい高嶺の花っていうか……」

「ふうん。京子がそこまで褒めるなんて珍しいね」

　どこにそんな人がいるのだろうと、結衣は視線を巡らせる。

「あら、興味がありそうじゃない」

　京子は嬉しそうに目を細めた。

「会話に応じているだけよ。コミュニケーションです」

「まあまあ、そういうことにしておいてあげる」

　京子は満面の笑みを浮かべた。

「その彼が、今日に限ってＶＩＰルームにこもってるの。なんだかとっても暗い顔でね。というわけで、確認してきなさい。そして親睦を深めてくるのよ。そして実らなかった恋なんて忘れちゃいなさい」

　なるほど。金曜の夜、急に呼び出された理由はそれか。

　引きこもっている幼なじみに、新しい恋を斡旋あっせんする。世話好きな京子がいかにも考えそうなことだ。

　結衣は仕方なく立ち上がった。そのミッションをクリアするまで、きっと京子は帰してくれない。

　長い付き合いだから、わかるのだ。

「ありがとう。でも、きっと私、恋なんてできない。もう疲れたの」

「疲れた？」

　京子は鼻で笑い飛ばした。

「あんたはまだ真実の恋を知らない。本当の恋をしてから、そんな口をきくことね」







　結衣が失恋したのは、一ヶ月前の出来事だ。

　ずっと好きだった大学時代の先輩が、結婚してしまったのだ。

　去年の夏、結衣の務める会社でバイトをしていた大学生の女の子とたまたま駅まで歩いていたら、ばったり先輩に会ってしまった。その時には挨拶を交わした程度だったはずなのに、いつの間にか二人は付き合うようになっていた。

　先輩の一目惚れだったこと、六回アプローチして振られていたことなど、二人の結婚式で初めて知った。

　つまり知らないうちに、自分がキューピット役を担っていたという間抜けっぷりである。

　告白すらできなかった、独りよがりの恋。

　京子が呆れるのも当然だ。

　胸の痛みは結婚式に参列した時をピークに消えつつある。

　しかし、自己嫌悪は強まるばかりだ。

　結局何も変えられなかった。恋の舞台に上がることすらできなかった。そんな自分にがっかりして何をする気力も浮かんでこない。

　夜の街に繰り出したのも、久しぶりである。京子に強引に誘われなかったら今頃、アパートでグダグダしていたことだろう。

　優しい幼なじみは、無気力な結衣に活を入れようとしてくれている。

　わかっているのに、応えられない自分がますます嫌になってしまう。

「ねえ、あの子もしかして、王子のところに行くんじゃない？」

　ＶＩＰルームに向かう結衣の耳に、女性客の声が聞こえてきた。

　改めて周囲を見回した結衣は、注目を浴びていることに初めて気がついた。

　羨望の眼差しに射抜かれそうである。

（凄いなぁ、本当に王子って呼ばれてるんだ）　

　結衣が勤めている会社の営業部にも、同じあだ名の男性がいる。

　日本を代表する大財閥の御曹司で、営業成績ナンバーワンのハイスペックエリート。

　青柳あおやぎ翔かけるだ。

　毎年新入社員が入ってくるたび、王子詣でが行われるという規格外のイケメンである。

　三ヶ月前に彼の婚約が決まった時にはショックのあまり、早退するものまで現れたほど。

　羨望の視線を浴びながら、結衣は虚しさに苦笑する。

（本当の私は、恋の舞台に上がることすらできないダメ女なのに……）

　心の中でそう呟きながら、結衣は軽くドアをノックしてＶＩＰルームへ足を踏み入れた。

　静かな広い室内に人影はなく、結衣は戸惑いに首をかしげた。

　ＶＩＰルームのテーブルにはボトルや氷、おつまみにミネラルウォーターなどが雑然と並んでいる。

　黒革のソファには凹みがあり、少し前まで誰かがいたことには間違いないようだった。

（部屋を間違えた？　それとももう帰っちゃったのかな）

　一度カウンターに戻り京子の指示を仰ごうと思った時、足元からうめき声がした。

「う、うん……」

　ぎょっとして視線を下に向けると、床に仰向けになっているスーツ姿の男性が目に入った。テーブルの真下に、窮屈そうに潜り込んでいる。

　右手で顔を覆っているため表情は見えない。しかしスタイルがいいのは、はっきりとわかった。

　均整のとれた長い手足。乱れたシャツの襟からすっと伸びた首は、アルコールのためか赤らんでいた。

　結衣はカクテルをテーブルに置き、彼の傍らにひざまずいた。

「あの、大丈夫ですか」

　男性はぴくりともしない。結衣は空のコップに水を注ぐと再び彼に話しかけた。

「お水を飲みましょう……あの……起きて」

　肩に手を触れようとした時、その人はパチリと片目を開けた。

　星が散りばめられたような綺麗な瞳と目があって、結衣の胸はとくんと跳ねる。

　少女漫画でしか見たことのないような美しい瞳だ。

　少し赤らんだ頬がとても色っぽい。少し充血した切れ長の目が、けだるいムードを醸かもし出している。

　ふと、王子が仰向けのまま結衣を指差した。

「あ、残業プリンセス」

「え？」

　首をかしげた次の瞬間、肝心なことに気がつき結衣は驚きの声を上げた。

「青柳……さん？」

　間違いない。

　今目の前にいるイケメン王子は、会社の王子さまだった。

「あの、はじめまして。私、総務課の石川といいます」

　かしこまる結衣を一瞥すると、青柳はかすかにうなずいた。

「知ってる……石川結衣さんだろ」

　意外にも、青柳は結衣の存在を認識しているらしい。

「かっこ悪いところを見られたな」

　青柳は半身を起こすと、けだるげに髪の毛をかきあげた。そして眉間に皺を寄せる。

「頭いた……」

　青柳はうめきながら、こめかみを揉んでいる。とても苦しそうだ。

「あの、どうぞ」

　手渡したミネラルウォーターを受け取ると、青柳はごくごくと飲み干した。

（清涼飲料水のＣＭを見ているみたいだな……）

　何気ない行動が本当に絵になる人だ。間近で見て初めて、結衣は社内のＯＬたちや京子が騒ぐのも無理はないと納得した。

「う……」

　飲み終わってもまだ気分が悪そうである。

「あの、救急車を呼びましょうか」

「大袈裟だな。悪酔いしただけだ」

　そう言うと、青柳は自力で立ち上がろうとした。しかし、すぐにバランスを崩す。

「危ないっ」

　支えようとするともろに体重をかけられて、床に尻をついてしまった。

「きゃっ」

　後頭部を床に打ちつけそうになった時、彼の手がすかさず背中をホールドし、強い力で引き上げられる。

　至近距離に顔が近づく。

　アルコールと柑橘系のコロンの香りが鼻腔をくすぐり、結衣はドギマギと瞳を揺らめかせた。

「悪い、大丈夫か」

　青柳の目がいかにも心配そうに揺らめいている。

「は、はい。青柳さんこそ大丈夫ですか」

　心臓をドキドキさせながら結衣は尋ね返した。

「大丈夫……と言いたいところだが……」

　青柳は、くっ、と眉を寄せる。本当に辛そうだ。

「無理しないでくださいね」

　支えあいながら、倒れこむようにしてソファに腰をかける。

　腕が触れ合うくらいの距離。結衣は青柳の顔を覗き込んだ。

　さっきは少し赤らんでいた頬が、青くなっているように見える。

「あの、吐きたいのなら、ここに出しちゃってください」

　結衣は両手を揃えて青柳の口元に添えた。

「え？」

　青柳は不思議そうな目で結衣を見つめる。

「私は大丈夫ですから」

　青柳はまじまじと結衣を見つめている。

「いや、吐くんならそっちに出すけど」

　青柳は氷の入ったボールを指差した。結衣は赤くなる。

「あ、そうですよね、すみません」

　ボールを引き寄せようとすると、手首を掴まれた。

「いや、いい。なんつーか、酔いが覚めたわ」

「すみません……」

「別に謝るとこじゃないだろう」

「そうかもしれませんけど、なんとなく……」

　気まずい沈黙が二人の間に落ちる。

　カクテルを渡し、目的は果たした。しかし、立ち去るきっかけが掴めない。見知らぬ人ではなく、会社の人間だったということが結衣の立場を微妙にさせている。

　青柳は再び水を飲むと、唇についた水滴を手の甲で拭いながら尋ねてきた。

「あんた、総務課の人だよな。なんでこんなとこにいんの？　うち副業禁止だろ」

　やっと会話の糸口が掴めた。結衣は、ほっとしてこう答える。

「京子が……」

「ああ、ここのママさん？」

「はい。彼女が友達で、忙しいから手伝ってくれって言われたんです」

　結衣は適当な理由をでっち上げた。

　規格外の御曹司である彼と自分とをくっつけようとしていたなんて、おこがましくて絶対に言えない。

　そもそも彼には婚約者がいるのだ。京子にしてはリサーチ不足だと思う。

　それよりも、青柳が自分のことを知ってくれていたことに驚きを覚えた。

　自分なんて、どこにでもいる普通のＯＬなのに。

　青柳は意味不明な笑みを浮かべた。

「残業プリンセスは社外でも働き詰めってわけか。お人好しだな」

　気になる単語がまだ飛び出してきた。

「あの、残業プリンセスって、何のことですか？」

　青柳は驚いたような表情でこう答えた。

「知らないの？　あんたのあだ名だよ。いつも誰かの仕事を肩代わりして最後まで残っているんだろう。営業部で噂になってた。健気でかわいいって結構人気があるらしいぞ。俺は嫌いだけど。誰にでもいい顔できる奴」

　鋭い矢が唐突に放たれ、胸にずぶりと突き刺さった。

　結衣はこわばった笑みを浮かべる。

「そう……ですか」

「なんで怒んないの」

「え？」

「今、俺、酷いこと言ったろ」

　確かにそうだ。しかし傷つきはしても、怒る気にはなれない。

「その通りですから。私、優柔不断でダメダメなんです」

「別にだめとは言ってない。俺は……」

　言い訳をしようとした彼は気が変わったらしく、

「いや、ごめん。八つ当たりだ。酔いすぎだな」

　青柳はガシガシと自分の髪の毛をかき混ぜると、さっきとは違う何かを吹っ切ったような表情でこう続けた。

「あんた、飲める？」

「はい。強くはないですけど」

「じゃ、薄めで」

　青柳はグラスに氷を入れ始めた。

「そんな……いいですよ、もう帰りますから」

「いじめたお詫びだ」

「いじめだなんて……別に気にしてませんから」

「いいから……つきあえ」

　語尾が切なそうに震えた気がして、結衣は思わずはっとした。

（一緒にいてほしいのかな……）

　会社で何か嫌なことでもあったのだろうか。

　結衣は膝に手を置いて、飲み物を作っている青柳の綺麗な指を眺めていた。

　最初に感じた時ほど、酔ってはいないのかもしれない。

　青柳の目には理性の色が戻っている。

「……なんだか不思議ですね」

　思わずそう言うと、青柳はちらりとこちらを見た。

「何が？」

「青柳さんって、会社で王子さまって言われてるんですよ。ご存じですよね」

　青柳はむっとしたように顔をしかめた。

「知らんね。そんなダサいあだ名」

（この顔、絶対知ってるって顔だ）

　とぼけている様子がおかしくて、結衣は笑いを噛み殺す。

「会社の王子さまが私のためにお酒を造ってくれてるなんて……シュールですよ。ＯＬ仲間にばれたら大変なことになっちゃう」

　青柳は顎を少し上げると、傲慢ごうまんそうな表情を浮かべて言い返した。

「そんなこと言ったら君だって王女だろ」

「え？」

「ほら、残業プリンセス。王女だ」

「誰か、別の人と間違えてませんか？」

「絶対に君だ。間違いない」

　視線を合わせてきっぱりと言われ、結衣の胸は大きく跳ねる。

「さて、できたな。はい、どうぞ」

　グラスが渡される。

「王子と王女の出会いに乾杯」

　空中でグラスとグラスが打ち合わされ、カチン、と小気味のよい音がする。

　ふっと微笑む彼の唇が、一瞬とても色っぽく見えた。

（なんだか楽しい……）

　アドレナリンが放出されるような激しい胸の動きではないが、ささやかな喜びがじんわりと広がっていく。

『恋なんて、いつ落ちてくるかわからないでしょ』

　京子の口癖が頭をよぎる。

　彼女のマッチング能力には定評がある。青柳と結衣にも何かピンとくるものを感じてくれているのだろう。

（でも、今回はハズレだね。だってこの人には……）

　妙な疑いを持たれてはいけない。結衣はにっこりと笑って、青柳に向き合った。

「あの、婚約おめでとうございます。来年結婚されるんですよね」

　ありがとう、とか、いやいや、とか月並みな返しを予想していたのに、なぜか青柳の表情が一変した。

「おめでとう……か……」

　怪訝そうな顔だ。

　結衣は戸惑いに瞳を揺らめかせた。楽しかった空気が一変してしまったのがわかる。

「そうだ。いいもの見せてやるよ」

　青柳はポケットから、紫色の箱を取り出し蓋を開けた。中から大粒のダイヤモンドリングが現れる。

「わあ、綺麗……エンゲージリングですか？」

　結衣は青柳の復活にほっとしつつも、その輝きに釘付けになった。

「そ。一千万するんだぜ」

「一千万！　すごいですね。近くで見せてもらっていいですか」

「どうぞ」

　結衣は恐る恐る紫色の箱を手に取った。

　神秘的な透明の石。

　太古の昔から現代に至るまで、愛の象徴としてずっと使われ続けている不思議な石。

（彼女の指にも輝いてたなあ……これより一回り小さかったけど、とっても綺麗だった……）

　鼻の奥がツンとする。

「いいなぁ……羨ましい」

　結衣は呟き、そしてはっとした。

　青柳の顔に不可思議な表情が浮かんでいる。

「ち、ち、違うんです。これはそういうんじゃなくて」

　青柳の婚約者に嫉妬しているわけではないと一刻も早く表明しなければ、あらぬ誤解を招いてしまう。結衣は焦りながら説明した。

「実は一ヶ月前に好きだった人が結婚しちゃったんです。相手は私の友達で……その時のことを思い出して羨ましいなぁって思っただけで……別に、青柳さんの婚約者がどうとか思ってるわけじゃありませんから」

　言い訳をすればするほど、顔が赤くなっていく。

　しかも、なぜか青柳は上の空だ。こっちを見てはいるものの、話を聞いている様子はない。何か他のことに気を取られているのがはっきりわかる。

「あの……？」

　青柳は両目を細めて、結衣を見つめた。

　温かい手が、頬に触れる。

「泣いてる」

　青柳が顔を覗き込みながら囁きかけてきた。

　自分でも頬に触れてみて、結衣はやっとその事実に気がつく。

「わあ、すみません。私ったら」

　そんなに気持ちが高ぶっているわけではない。それなのになぜか止まらなかった。まるで感情と体が切り離されてしまったようだ。自覚した瞬間、堰を切ったかのようにぽたぽたと涙が溢れてくる。

「ごめんなさい。私、帰ります」

　立ち上がろうとすると、手首を握られた。

　そして、強い勢いで引き寄せられる。

「あんた、よく見るとかわいいな。プリンセスって言われるのも納得」

　綺麗な瞳がじっと結衣を見つめている。ダイヤモンド以上に綺麗な光が、目の中でキラキラと輝いているのが至近距離で見えた。

　青柳は突然結衣の頬に手を添え、さらに顔を覗き込んできた。

　怖い、と一瞬思ってしまう。

（この人は今、酔っている。だから、こんな目で私を見るんだ……）

「あの……」

　身を捩って青柳の腕から逃れようとした時、噛み付くようなキスが落ちてきた。

「ん……んん……っ」

　突然の出来事に、結衣は大きく目を見張った。

　薄く形のよい唇は、ぴったりと結衣の唇に重なっている。両手を彼のシャツの胸元に押し当て、遠ざけようとするがすぐに手首を掴まれてその動きを封じ込まれる。

　アルコールの香りがする、官能的なキスだ。唇を割って入ってきた彼の舌が、いやらしく歯列をなぞる。

　手首が解放されたかと思うと、今度は手のひらが握りこまれた。

　彼の手はとても温かく、口づけはとても甘かった。

　抵抗しなければならないのに、ままならない。巧みすぎるキスに理性が焼き切れてしまいそうになる。

　息が上がりきった頃、やっと唇が解放された。

　青柳の目がまっすぐに結衣を見据えている。

　彼はとても冷静に見える。真っ赤になっている結衣とは、真逆な態度だ。

「欲しいなら、やるよ」

　青柳は結衣の手のひらに指輪を載せた。

「え？」

　戸惑う結衣の手を上から握りしめ、青柳は拳の中に指輪を握りこませた。

　そしてポンポンと結衣の頭を叩き、微笑んだ。

「つか、もらって」

「え？」

　どういうことか尋ねようとした時、テーブルに置かれた青柳のスマホがぶるぶると震えた。

　手に取った青柳は残念そうに顔をしかめる。

「あー、タイムリミット。またな、プリンセス」

　そう言うと片手を上げて、ＶＩＰルームから出ていった。
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　そして、月曜日の朝がやってきた。

　悩みに悩んだ末、結衣は指輪を持って会社に出かけた。

　高級車が一台買えてしまうほど、高価な指輪である。落としたり盗まれたりしてはたまらない。朝一で返してしまおうと営業部に出向いたが、青柳の姿は見当たらなかった。封筒に入れられた指輪の箱は再び結衣のバッグに戻されることになり、不安で心臓がバクバクする。

（……なんで私がこんな目に……）

　結衣は金曜日の夜のことを頭に思い浮かべた。




「くれるって言うんならもらっとけば？　相手は超のつくお金持ちなんだし」

　あの夜、事情を知った京子は、あっさりと結衣にそう言った。

「ばか言わないでよ。今すぐ青柳さんを呼び戻してよ」

「同じ会社なんでしょう。直接自分で返しなさいよ」

「彼は会社の王子なんだよ。そんなことできないよ」

「その王子と差し向かいで三十分話したんでしょ。もう、お友達じゃない」

　京子はガンとして連絡先を教えてくれない。

「全く頑固なんだから」

　結衣はため息をつきながら指輪に目をやった。

　キラキラ輝く幸せの証し。

「なぜこんな大切なモノを置いてっちゃったんだろ……」

「そりゃ、見たくなかったんでしょうよ。青柳さん、きっと女の人に振られたの初めてだし」

「振られた？」

「あら、知らないの？　王子さま、婚約を解消されたのよ」

「そんなの、全然聞いてないよ！」

「私がパートナー持ちを、わざわざあんたに紹介するわけないでしょ。嫌がらせかっつーの」

　むっとして言うと、京子は声のトーンを一段落とした。

「王子はね、突然指輪を突き返されたらしいわ。なぜ嫌われたのか自分でも理由がわからないって嘆いてた」

「そうなんだ……」

　自然に指先が唇に向かう。婚約解消だなんてどれだけショックだっただろう。

　その直後に別の女と、キスする気になるだろうか……？

　京子に聞けば何かしらの答えをくれるとわかってはいたが、結衣は言葉を飲み込んだ。

　黙っていた方がいい気がする。青柳の名誉のためにも。

「あなたと彼はお互いに失恋したもの同士でしょ。わかりあえるんじゃないかなって」

「そんな単純な……」

　言い募る結衣を、京子はピシャリと遮った。

「恋なんてもともと単純なものでしょう。フリーの男女がいれば普通に始まっちゃうものなのよ。ましてやあんたたちは偶然とは言え会社が同じ。これは運命の恋だわね」




　昼休みになった。

　いつでも彼に渡せるように、封筒の入ったポーチを手に洗面所に向かう。

　歯磨きを終えフロアに向かう廊下を歩きながら、結衣は青柳の苦しげな表情に思いを馳せる。

（たった一人で飲みに来て……酔っ払って……きっと孤独だったんだろうな）

　キスをしたのもおそらくそのせいだろう、と結衣は結論づけていた。たまたま最悪なタイミングに自分が居合わせてしまっただけのことだ。

　好きな人に振り向いてもらえない辛さなら、結衣が一番知っている。

　考えても仕方のないことを、ぐるぐる考えてしまう情けなさも……。

（それなのに私、おめでとうだなんて……空気を読まないにもほどがあるよ）

　そんなことを考えながら廊下を歩いていると、正面の突き当たりから青柳が現れた。

　心臓がどくんと音を立てる。

　改めて見るととにかく美しい人だ。窓から差し込む太陽に、黒い髪がキラキラと光っている。腰の位置がとても高く、モデルのように颯爽とした歩き方。ここまでサラリーマンと言う呼び方が似合わない人も珍しい。生まれながらの王子さまだ。

「お、残業プリンセス」

　青柳は結衣に気がついたらしく、片手を上げる。

　その親しげな様子に、結衣は金曜日の出来事が夢じゃなかったんだと思い知る。

　一晩限りの付き合いではなく、顔見知りぐらいの立ち位置にはなれたようだ。

　ふわっとした喜びがこみ上げる。なぜそんな気持ちになったのか、自分でも全然わからないけれど。

「何だ、変な顔して」

　呆然としているうちに、青柳はすぐそばに近づいてきた。

　赤い唇が目に入り、どうしても不意打ちのキスを思い出してしまう。

　しかし、青柳の表情からは微塵も色っぽいものは読み取れず、あれはやっぱり酔った勢いの気まぐれだったのだと結衣は思うことにした。

「ん？」

　不思議そうに顔を覗き込まれ、赤くなる。

　と、指輪のことを思い出した。

　結衣ははっとして周囲に目を配る

　誰もいない。今がチャンスだ。

「青柳さん、来てください」

　小走りで駆けよると、結衣は青柳の手をがしっと握んだ。







「人気のない会議室に、この俺様を連れ込むとは。あんた、結構大胆だね」

　半分呆れ顔でそう言われ、結衣は手を離し顔を赤らめる。

「すみません……人目につかない方がいいと思って……これをお返しますね。はい」

　結衣は持ち歩いていたポーチから封筒を取り出した。

「なにそれ」

　無邪気に覗き込んできた青柳に、ちらりと中身を見せる。

　入っているのが指輪だとわかれば、青柳はぷい、と目を背けた。

「あ、それね。いらない」

　結衣に渡したことを覚えてはいたらしい。

「お願いですから、そんなこと言わないでください」

「京子さんから聞いただろ。もうそれは俺には必要ない。あんたの好きなように処分してくれ。質屋に入れようと海に捨てようと文句は言わないから」

「そんなの無理です」

「無理でもやって」

　まるで駄々っ子みたいだなと、結衣は思う。

　仕方がない。根気強く説得してみることにした。

「これは青柳さんが買った物です。私の物じゃありません。青柳さんの辛い気持ちは私にはよくわかります。でも、この指輪に罪はないですよ。それに、物にも心があるって言うじゃないですか。とっても綺麗な指輪……青柳さんの手で始末してあげるべきです」

　青柳は腕を組んで片目をすがめる。

「あんた、俺に説教してんの？」

　結衣は慌てて否定した。

「そんなつもりじゃ……すみません」

「いや……俺ってあんたに謝らせてばっかだな」

　青柳は難しい顔で考え込んでいたが、やがて腕組みを解くと呟いた。

「ま……確かにあんたの言う通りだ」

　さばけた調子でそう言うと、青柳は片手を差し出してきた。

　ほっとしながら、その上にそっと封筒を載せる。

　青柳はさっさとスラックスのポケットに封筒を入れた。

「……欲がないんだな」

「え？」

「俺は社長の息子なんだぜ。金なら持ってる。もらえるものはとりあえずもらっとこう、って思わなかった？」

「そんなこと……ちっとも思いませんでした」

　結衣は首を左右に振った。

「簡単に手に入るものなんて……この世の中にないと思います。青柳さんだって、隠れた努力をたくさんしているはずです。営業成績だって社内で一番すごいこと、みんな知ってます」

　青柳は自嘲気味に笑った。

「そりゃあ社長の御曹司だからね。どのクライアントも、断れないだろう」

「でも……！」

　青柳は後悔したように顔をしかめた。

「いや、ごめん。いじけすぎてるよな。普段はこういうわけじゃないんだけど……いや、言い訳か……」

　青柳はガシガシと髪の毛をかきむしった。

　その仕草を見て、結衣はバーでの彼を思い出す。

（この人、すごく傷ついてるんだ……誰かに当たらなくちゃいられないほど……）

　京子は結衣と青柳を似たもの同士だと思っているが、多分違う。

　自分よりこの人の方が、よっぽど傷ついている。

　恋の舞台に上がった分だけ、ダメージが大きいのだ。そもそも婚約破棄と片思いを同じ土俵では語れない。

「もし、誰にも言えないようなことがあったら、相談してください。私、失恋のことだけなら先輩ですから」

　微笑みながらそう言うと、青柳の目が大きく見開かれた。

「あ、すみません、厚かましいですよね。忘れてください」

　結衣は慌てて、会議室から出ようとした。

「待って」

　青柳が結衣の手首を掴む。

　首をかしげて青柳の顔をのぞき込むと、ほんの少し赤らんだ頬と、薄い唇が目に入った。

　（私、この人とキスしたんだ……）

　思い出した瞬間、結衣の胸はドキドキと激しい鼓動をたてる。

　きっと青柳も覚えているはずだ。そう考えた瞬間、恥ずかしくてたまらなくなる。

　青柳はまっすぐに結衣を見つめる。

「あんた、今日何か用事ある？」

「いえ、別に」

「じゃあ、食事に行こう。仕事が終わったらロビーで待ってて」

　結衣は顔の前で両手を振りながらこう答える。

「それは……できません」

　青柳は、はあ？　とひとこと言って結衣を睨んだ。

「おかしいな。ほんの数秒前、何でも相談してくれ、とか言われた気がするんだが」

「そうじゃなくて……待ち合わせが無理なんです。社内の噂になっちゃいますから。青柳さんとだと」

　青柳は神妙な顔でうなずいた。

「確かにな。婚約破棄のことまだ誰にも言ってないんだわ。俺はいいけど、あんたに嫌な噂が立つのは確かにやばい」

　目立つ人だからという理由だったが、青柳は別な意味にとったらしい。

「上野のテロワールって店知ってる？」

　それはグルメ番組などでよく紹介されているレストランだった。

　高級ホテルの中にあり、味も雰囲気もとてもよいと評判の店である。

「フランス料理の店ですよね」

　青柳はうなずいた。

「七時半にそこで。じゃ」

　片手を上げると、青柳は出ていく。



　（どうしよう……約束、決まっちゃった……）

　胸の鼓動が早くなる。結衣は小さなため息をついた。
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　青柳と別れた後、スマホで検索した結衣は、テロワールがセレブ御用達の三ツ星レストランと知り青ざめた。もっと庶民的な店に変えてもらおうと思ったが、いまさら営業部に行く勇気もなく連絡が取れない。

　仕事を終えた結衣は、店に向かう。




　青柳の名前を言うと、ウェイターは結衣を一番奥の席に案内してくれた。

　彼は先に来て待っていた。

　会社で見た時と同じスーツを着ているが、彼の周辺だけ輝いて見えるのは気のせいじゃないと思う。

　近づいていくのが気後れするような、特別な空気が彼の周りに漂っていた。

「お待たせしました」

　結衣は軽く頭を下げて、声をかけた。

「いや。俺も今、来たところ」

　ウェイターに椅子を引いてもらい、青柳の正面に座る。

「すみません、ここってすごく高い店なんでしょう？　私、知らなくて……」

　値段の書かれていないメニュー表や、いかにもセレブばかりといったフロアの様子に激しい気後れを感じながら、結衣は青柳に囁いた。

「もちろん俺が全部出す。たっぷり相談に乗ってくれるんだろ。残業プリンセス改め、失恋の先輩さん」

　からかうようにそう言われ、結衣は思わず真っ赤になった。

「すみません、本当に生意気なこと言いました」

　肩をすぼめて恐縮している結衣を見て、青柳は楽しそうに微笑んだ。

「あんたって面白いな。おごってもらって当然とか思わないの？」

「どうしたらそんな風に思えるんですか？」

「いや……愚問だった。あんた、まじで俺の知ってる女たちと全然違うタイプだな」

　神妙な顔でそう言うと、青柳はウェイターにオーダーを告げる。

「知っている女たち」のカテゴリーの中には、当然別れたばかりの婚約者も含まれているのだろう。

　ちくん、と、胸にトゲが刺さったような痛みが走る。

（どんな人だったんだろう）

　婚約が決まった当時、同僚たちは大騒ぎだった。まるで推している芸能人が結婚したみたいに、嘆き悲しんでいる人もたくさんいた。

　あの時はちっとも気にならなかったのに、今は気になって仕方ない。

「ところで聞きたいことがあるんだけど」

　不意に質問を投げかけられ、結衣は、はっとして正面を向いた。

「は、はい。あの、なんでしょう？」

　きょどっている様子を見て、青柳は軽く眉根を寄せる。

「なんかよそ事考えてた？　この俺を前にして、度胸があるね」

「そういうわけじゃ……」

　慌てている結衣を見て、また青柳はクスっと笑う。

「ま、いいや。ところであんた、今まで男とデートしたことある？」

　あまりにも直球の質問だった。

「ありま……せん……」

「やっぱり」

　青柳は満足そうにうなずいた。

「今時、天然記念物だな。それでよくこの俺に、恋がどうとか言えたもんだわ」

「だから、もう……いじめないでください。でも、どうしてわかったんですか」

「さっきから挙動がおかしい。緊張してるだろ」

「そう……ですか？」

　もちろん多少は緊張している。

　しかし楽しい気分の方が上回っていたため、自分ではあまりそれを感じていなかった。

　戸惑っている結衣を見て、青柳は楽しげにこう続ける。

「いつ慰めてくれるんだろうと、楽しみにしてたんだけど」

「役不足ですみません」

「いや、新鮮でなかなかよろしい」

　青柳は至近距離に顔を近づけてくる。

「あんた、ママさんと同い年なら二十五だよな。全然見えない」

「老けてるってことですか。それとも」

「どう見ても若く見えるだろう」

　これは子供っぽいと、暗に言われているのだろうか。

「青柳さんはおいくつなんですか？」

「いくつに見える？」

「三十五歳ぐらい」

　青柳は虚をつかれたような表情を浮かべた。

「そんな年寄りに見えるか」

「すみません。嘘をつきました。本当は知ってます。三十二歳ですよね」

　青柳は意味深な表情を浮かべ、上目遣いに結衣を見た。

「へえ。俺の歳を知ってるんだ。もしかして俺に気がある？」

　結衣は恥ずかしさに真っ赤になった。

「違います。っていうか、みんな知ってますよ。青柳さんは……有名人ですし」

　楽しそうに見えていた青柳の表情が、一瞬で陰る。

　失言だった、と顔色を見た瞬間に気がついた。

「別に俺がすごいわけじゃない。全部親の名前だけどな」

　寂しげな口ぶりでそう言うと、青柳はカクテルを口にした。

（セレブにはセレブの重圧っていうか、庶民にはわからない悩みがあるのかも……）

「あの……」

　戸惑いに瞳を揺らめかせれば、入ってきたばかりのカップルが目に入った。

　目を細めてじーっと見てみる。

　かつて好きだった人、白石先輩とほんの一ヵ月前にその妻になった、後輩の明美だった。

　慌てて視線をそらせたが、遅かった。

「あ、石川さん」

　明美の方が先に気がつき、笑顔でこちらに向かってきた。

「……あ……久しぶり」

「元気そうだね」

　白石もにこやかに、微笑みかけてくる。

　短期間ではあったが、明美は結衣と同じ会社でバイトをしていた。

　青柳のことを知っているかもしれない。

　変に勘ぐられて迷惑をかけてはいけないと思い、結衣はちらりと彼を見た。

　視線がぶつかる。表情が全く読めない、美しすぎるポーカーフェイス。

「はじめまして」

　白石と明美が揃って青柳に挨拶をする。息のあった動きだ。

　まだ新婚ホヤホヤなのに、もうすっかり夫婦の顔になっている。

　青柳もよそ行きの笑みを浮かべて、軽く頭を下げると、

「結衣さんの恋人の青柳です」

　すらすらと流れるような声でそう言った。

「え？」

　結衣は驚きに両目を見開いた。

　青柳は涼しい顔をしている。とても嘘をついているようには思えない。

「わあ。素敵な彼氏ですね。さすが石川さん！」

　明美が結衣の肩を、嬉しそうにぽんと叩いた。

　青柳は微笑みながら、無意味な嘘を重ねる。

「実は、今日から付き合い始めたんです。口説き落とすのに時間がかかりました」

　結衣は唖然として瞳を左右に揺らした。青柳の意図が全く読めない。一体何を考えているのだろう。

「わあ、すごい！　純愛ですね！」

　明美が満面の笑みを浮かべた。隣で白石もニコニコしている。

（純愛……）

　背中に冷や汗が流れていく。

「今度、新居に遊びに来てくださいね！」

　明美の誘いに、

「喜んで」

　青柳は間髪入れずにそう答えた。

　結衣は不思議でたまらない。

　このやりとりは、一体何のためなんだろう。まるでコントを見せられているようだ。

　二人が去った後も、疑問が頭の中をぐるぐると回り、食べ物の味がしなかった。

「そろそろ出ようか」

　やがて、青柳が立ち上がった。

「はい」

　結衣も後に続いた。
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「あれが君の好きだった男か」

　エレベーターの前で青柳は尋ねてきた。

　否定する理由もなく、結衣はうなずく。

「そうです」

「優しそうだな」

「ええ」

　結衣は青柳を見上げながら聞いた。

「どうして……恋人の振りなんてしたんですか？」

「んー」

　青柳は少し体を傾け、結衣を見下ろす。

「……見返してやりたいと思わなかった？」

「え？」

「好きな人をとられたんだろ？　もっといい男と付き合って、ざまぁみろって言ってやりたいとか思わなかった？」

「そんなこと、考えたこともありません」

　結衣は、はっとした。

「もしかして、私のために？」

「……まあな」

「ありがとうございます。でも、私……」

「いくらやんわりとでも、他人を攻撃しようなんて思わないよな。わかってる。今のは嘘。勝手に口が動いたんだわ。あんたと恋人同士だって」

　謎めいた言葉を吐くと、青柳は結衣の顔を覗き込んできた。

「まだ、好きか？」

「えっ？」

「さっきの彼」

　結衣はゆっくりと首を左右に振った

「いいえ、もう好きじゃありません」

「けど、二人を見た時のあんた、やばいって顔してた」

「青柳さんのご迷惑にならないか心配だっただけです。明美ちゃんは昔、うちの会社でバイトしてたから」

「ほんとにそれだけ？」

「それだけです」

「ちっとも未練はない？」

「はい」

　きっぱりと答えた後、結衣は首をかしげた。

「でも、不思議ですよね。どうしてだろう……あんなに好きだったのに……不思議なくらい、過去のことになっちゃってました」

　青柳は自信ありげな表情を浮かべて、こう言った。

「理由なんて簡単だろ」

　前屈みになると、青柳は結衣の耳に唇を寄せた。

「俺のせいだろ」

「え……？」

　青柳は挑むように、結衣の目を覗き込んできた。

「あんた、なんで食事に付き合った？　なんで俺に優しくするわけ？」

「どういうことですか？」

「あの夜、俺はあんたにキスした。そんなセクハラ男、最低だって思わなかった？」

　全身の血が頬に上がっていく。

　結衣の顔はたちまち真っ赤になってしまった。

「ほらな。覚えてるって顔だ」

　青柳はほくそ笑む。

「……酔ってたから」

「確かに。でも意識がなかったわけじゃない」

　ちん、と音を立てて、エレベーターのドアが開く。

　青柳は結衣の手を握ると、中へと乗り込んだ。

「あの、これ、上行きですよ」

　触れられた手に意識を集中させつつ、結衣は注意を促した。

「わかってる」

　結衣はドキドキしながら、手のひらから伝わる彼の熱を感じていた。

　青柳はあいた方の手で、最上階のボタンを押す。

「実は俺のマンション、ここなんだ」

「え……？」

「場所を変えて飲み直そう。誰にも邪魔されない場所で、あんたともっと深く知り合いたい」

　握られた手に力がこもる。

　男の人の部屋に二人っきり。

　その意味がわからないほど子供じゃない。

「でも、どうして……」

　声が自分でもはっきりとわかるほど上ずっている。

「俺を慰めてくれるんだろう？」

　挑むような目。

「……青柳さん、もう大丈夫そうですから」

　彼の手を振りほどき下向きのボタンを押そうとするが、壁に追い詰められ片腕の檻に閉じ込められてしまう。

「いつかはあんたも恋の舞台に乗るんだろう？　俺がその相手じゃ不足か？」

　彼の目がまっすぐに、結衣の目を見つめている。

　もう二度と恋なんてしない。ほんの数日前、京子にそう言った。

　確かにそう言ったはずなのに……。

　エレベーターのドアが開く。

「俺と一緒に来るか、それともこのままさよならか。さあ、どうする」

　静かに青柳はそう告げる。

　流されることを許さない厳しさに、結衣はごくりと唾を飲む。

（慰めてあげると私は言った……でも、こういう意味じゃなかったのに……）

　射るような目に心臓が震える。

　もちろん答えは決まっている。さよならだ。青柳とはそれっきりになるだろう。

　それでいい。もともと住む世界が違うのだ。

（私がきっと、空気を読まないから……だから、こんな風になっちゃったんだ……）

　悪手ばかりを引き寄せていた、片思いとの時と同じように。

「さあ」

　青柳の片手が差し出される。

　悪魔のような誘惑に、落とされてはダメだ。

　突っぱねようと思ったのに……。

　その前に青柳は結衣の手をひくと、己の胸の中に抱き込んでしまった。

　柑橘系のコロンの香りが、ふわっと結衣の体を包む。

　心臓が爆発しそうに高なり、アドレナリンが一気に体を駆け巡る。

「行くぞ」

　引きずられるようにして、廊下を歩く。

　小さな胸は大きく波打っていた。




　はめ殺しの窓からは、そびえ立つビルの群れが見下ろせた。

　個人のマンションからこんなゴージャスな夜景が見られるなんて……。

　想像を上回るセレブな環境に、結衣は激しい気後れを覚えた。

　その空気を感じ取ったのか、逃すまいとでも言う風に後ろから抱きしめられた。

　手を引かれているだけでも胸が爆発しそうなのに、この体勢は無理だ。心臓が止まってしまう。

「あの、私、やっぱり」

　身をよじると、耳たぶに唇がつけられた。

「ここまで来て、逃げは無しだぞ」

　抱擁が強まり、獣のような香りが鼻腔をくすぐる。青柳は結衣の体を片腕で抱え、ワンピースのボタンを弄ぶ。

「そんな……いきなり……」

　結衣は真っ赤になって身を捩った。

「世間話でもすると思った？　悪いな。見た目通り、手が早いんだ」

　ゆっくりと、ブラウスのボタンが外される。

　緊張のあまり、息ができない。

「綺麗な下着、すごくそそる」

　前たての合わせからのぞく白いブラを弄りながら、青柳は楽しげにそう言った。

「……見ないで……ください」

　結衣は真っ赤になって身悶えた。青柳の動きが一瞬止まる。

　腰のあたりに当たっている、彼の一部分が固くなるのがわかった。

　こういうシチュエーション自体初めてで、どうリアクションをとっていいのかわからない。

「あんたさ、俺のことあおってんの？」

　くぐもった声。結衣はびくんと肩を震わせた。

「ちが……あっ」

「そっちがその気なら手加減しないよ」

「その気」って、一体何のことだろう。何かまた、悪手を招いてしまったのだろうか。

　耳たぶに熱い吐息がかかる。

　ブラウスのボタンが全て外され、白い肌に男の手のひらがあてがわれる。

　行為がどんどん進んでいき、気持ちが焦る。

「くっ……んんんっ」

「かわいい声だな、腰に……くる」

　温かい手のひらが乳房を包み、その形を確かめるようにブラの上から揉みしだく。

　さっきから、心臓の鼓動が止まらない。

「ああ……ああ」

　体の中心が熱くなっていく。

　彼の指先が乳首の先端に触れ、その瞬間、下腹部が甘く疼いた。

「ひあっ……ああん」

「花の香りがする……あんたもその気になってきた？」

　結衣は無言でうつむいた。下腹部が明らかに濡れている。

　あさましい反応に、穴があったら入りたいような気分になる。

「俺を慰めてくれるんじゃなかったのか？　ん？」

　揶揄する声に結衣は唇を噛んだ。

「こういうつもりじゃありませんでした」

「本当に？　無意識に誘ってるんじゃなかったの？」

　耳たぶに薄い唇が押し当てられ、甘い声で囁かれる。

　くるりと体を返されて、今度は正面から抱きしめられた。

「あんたの胸、ドキドキしてる。まじで慣れてないんだな。そういうとこ、すごくかわいい」

　ストレートな褒め言葉が投げかけられる。

　恥ずかしさにうつむこうとすれば、顎を持たれて上向かされた。

　彼の綺麗な瞳の中に、自分の顔が映っている。その瞳が至近距離まで近づいてきて……。

　冷たい唇が押し当てられた。キスされるのはこれで二回目だ。

「んっん」

　結衣は白い喉を仰け反らせて、彼の唇を受け止めた。

　とても優しい口づけだった。心まで蕩けてしまうような……。

「んっ……ふっ……」

　分厚い舌が入ってくる。その先が歯列をノックして、結衣は脱力とともに口を開く。

　慣れきった舌が、口の中をゆっくりと犯す。

「んっ……んんっ」

　目がとろんと下がってくるのがわかる。息ができない。

「んっ……んんっ……ぅ……」

　舌と舌が絡み合い、こみ上げてくる興奮に結衣は喘いだ。

　口づけが深まるほどに背中が弓なりに仰け反り、結衣は思わず彼の肩を掴んだ。

　その拍子に唇が離れる。

「甘い唇……やっぱりうまい」

　恥ずかしすぎるセリフをしれっと言い放ち、青柳は己の唇についた唾液をべろりと舐める。

　目の前にはたくましく伸びた長い首があって、少し目線を上げると形のいい薄い唇がある。

　セクシーな顔だ。

　会社にいる時とは全然違う。

「いやらしい目」

　青柳がそう言ってふっと笑った。

「いやらしいって……青柳さんこそ……」

「ふうん。エロいって思ってたんだ。俺の目。俺たち結構気があうね」

　そう言いながら、青柳は結衣の首筋にちゅっと口づけた。

　今のはおそらく痕が残った。咎める隙も与えられず、大きな手のひらが背中を這う。

「やっ……」

　温かい手のひらが肌の上を上下する感触。

　それがとても心地よくて、結衣の胸は張り裂けそうになっていた。

「やばい。我慢できそうにない」

　かすれた声でそう言うと、青柳は結衣の体を抱き上げ歩き出した。

「わっ……」

「俺の首に掴まって」

　そう言われて、結衣は彼の首筋に両手を回す。

　青柳は結衣を抱いたまま、肩を使ってドアを開けた。

　キングサイズのダブルベッドを見た瞬間、心臓が胸を突き破るかと錯覚するほどの衝撃が走る。

「待って」

「何言ってんの。そりゃ無理だ」

　マットの上に横たえられ、たくましい体が覆いかぶさってきた。

「怖い？」

　くすりと笑いながら尋ねられ、結衣はコクリとうなずいた

「安心して。俺、結構うまいから」

　自信に満ちた声でそう言われ、結衣の頬は赤らんでいく。

（もう……ここまできたら逃げられない……）

　青柳はしばらく結衣の顔を、愛おしそうに見つめていた。

　何も言わずに見つめられると、尚更緊張がこみ上げてくる。

　世の中のカップルはこんな時間を、どうやり過ごしているのだろう。

「私は……どうしていればいいですか？」

　両目をまたたかせながら尋ねてみれば、青柳は楽しげに微笑んだ。

「寝ていればいいさ」

「そんな」

　ちゅっと鼻の頭にキスが落ちる。

「ただ俺に任せていればいい……俺だけを見てろ」

　ブラウスを脱がされ、ブラのホックを外された。

「綺麗な胸、いい形。色合いもいい。白くて、乳首だけほんのりとピンク色で凄くかわいい」

「だからそういうことを言わないでください……恥ずかしいですから」

「なるほど、じゃあもっと言ってやろう。かわいい。綺麗だ。愛らしい……なんたってプリンセスだからな」

「意地悪……」

「あんたの反応がかわいすぎるんだよ。だからつい、いじめたくなる……男の性だ」

　再び唇を塞がれた。

　激しいキスであやしながら、青柳の手のひらは結衣の乳房を包み込み、やわやわと揉み始める。

「んっ……んんっ」

　そして反対側の手のひらは、スカートを捲り上げ内ももに触れ始めた。

　感じやすいところを触られて、下腹部が甘く濡れ始める。

　やっと唇が解放されほっとした瞬間、彼の指が下着越しの秘裂に到達した。

「ひあっ……ああっ……」

　結衣の心臓は爆発寸前である。

「すごい……もうこんなに濡れてる」

　ねっとりとしたこの言い方。わざと、結衣の羞恥心をあおっているのだ。それがわかっているのにあっけなく結衣は頬を赤らめ、恥ずかしさに身悶えてしまう。

「俺から目をそらすな」

　そう言われて見上げると、青柳の表情は明らかに欲情していて、つられて結衣の胸も騒がしくなる。

　頭の中がぼーっとして、思考回路がぐちゃぐちゃになってしまう。

　スカートが徐々にたくし上げられ、ストッキングがずりおろされる。

「えっ……ああっ」

　ショーツの上から尻全体を撫でられて、恥ずかしさのあまり変な声が出た。

　クロッチの部分から愛液が染み出している。

「ひあっ……ああっ……」

　濡れて女の部分が浮き出たマチの部分を、青柳は丹念に指でなぞる。

「待ちかねてるって感じだな。すごくかわいい」

　彼の下半身が太ももに当たった。数分前に触れた時より、さらに硬度を増している気がする。

　慣れないその感触に、かすかな恐怖心が湧き上がる。

「お楽しみはもう少し後だ」

　青柳はそう言うと、今度は乳房に視線を向けた。

「さて、どんな味か確かめてみるか」

　青柳が結衣の乳首をそっと唇に含んだ。

「やっ……」

　思わず悲鳴をあげてしまうが、すぐにその声は和らいだ。

「甘いな。蜂蜜でも塗ってるのか？」

「そんなわけありません」

「冗談だよ。それぐらい甘いってことが言いたかっただけ」

　彼の言葉には笑みが含まれていて、行為に余裕があるとはっきりわかる。

　結衣とは大違いだ。

　感じやすい突起に、唾液がたっぷりとまぶしつけられる。

　鋭すぎる刺激に胸が震える。

　勃起の側面を舐められて、ジュクジュクといやらしい音をたて啜られる。

「や……はぁ……んんっ」

　はしたない声が唇から漏れ、結衣ははっと我に返った。

「あっ、ごめんなさい」

　青柳は愛撫を中断し、上目遣いに結衣を見た。

「ん？　何だ？」

「私……変……っ」

　ふっと青柳が笑い、乳首の先端に温かい息が吹きかけられる。

「余計なことは考えるな。いくらでも乱れていいんだ」

「でも……っ」

「俺のやり方が気に入ってるってことだろう？　隠すなよ。感じてる方が逆に嬉しいから」

　青柳は再び乳首に唇を寄せた。

　舌のざらついた感触が、先端に鋭い刺激を加えてくる。

　興奮に大きく息を吸えば、乳首を男の唇に押し付けるような形になってしまう。

「くっ……んんんっ」

　えもいえぬ快感が、身体の中に生じた。

　ちゅうっと感じやすい先端を吸われ、秘裂がさらに湿ってくる。

　そして、青柳の大きな手のひらは、結衣の丸い尻を掴み、捏ねくり回している。

　彼が下腹部を愛撫するたびに、ショーツがじりじりと下ろされていく。

「ああ……ああ」

　乳房は彼の舌で、舐め溶かされてしまいそうだ。

　そして、ショーツの裾から侵入してきた長い指先が、濡れた箇所をちゅるりとなぞっていく。

　淡い茂みをかき分けて、青柳の指先が内部へと侵入する。

「ひあっ……ああん」

　埋め込まれた指は蜜を掻き出し、激しすぎる快感に結衣は体をピクピクと震えさせる。

「狭いな……俺のをきつく締め付けてくる」

　彼の声が甘く濡れている。

「だ、だめ……っ」

「全然ダメじゃないだろ。喜んでるくせに」

　青柳はショーツを太ももまで下ろすと、少し結衣から距離を取った。

「なんか、すごくエロい眺め」

「そんなこと……言わないで」

「……めちゃくちゃそそる……覚悟しとけよ」

　恥ずかしさのあまり、結衣は両手で顔を隠した。

　青柳はじりじりとショーツを下ろし、とうとう足首から抜き去ってしまう。

「何もかも丸見えだぞ。はしたないな」

　からかうような声に泣きたくなったが、すぐにそれどころじゃなくなった。

　青柳の肉厚な舌が秘裂にペタリと押し付けられたのだ。

「あっ……やめっ……それだけは……嫌……っ」

　しかし嫌がる結衣の様子などものともせずに、青柳はその部分を容赦なく舐める。

「あああ……は……あぅ」

　レロレロと舌が感じやすいところを探索していく。

「あっ……っ恥ずかしい……から……ね、お願い……ああっ」

「いくらでも喘いでろよ。かわいいだけだから」

　腹部に伏せていた顔を上げ、青柳はそう呟いた。

　濡れそぼった秘密の場所に、再び舌が押し当てられる。

「青柳さん、お願い……やっ……」

　割れ目を開くようにいやらしい舌はくねくねと動き、子宮が激しく痙攣する。

「くっ……んんんっ」

　足を閉じようとすれば、彼の手のひらが太ももにかけられ、余計に角度をつけて開かれてしまった。

「ああ……ああ」

　彼の舌で粘膜が少しずつ削り取られていく。

「ひあ……あっ……はぁ……んっ」

　蜜壁がキュッと締まるのがわかった。

　いやらしい愛液をたっぷりと舐めとった後、青柳は指を陰部に差し入れた。

「あああっ……」

　はしたないほど腰が動く。

　体中が熱い熱に浮かされたように蠢き、甘く濡れた襞は淫らに収縮していた。

「いやらしい蜜が溢れてきた。君は意外に淫乱だな」

　ズボズボと抜き差しを繰り返しながら、青柳は囁きかけてきた。

「やっ……やっ……」

　意地悪な言葉にすら、言い返せないほど感じている。

　彼が指を挿入するたび、肉筒がゆっくりと蕩けていく。

「ふ……はあ……ああ……」

　すすり泣きが絶えず唇から漏れる。

　青柳は一瞬行為を止めると、心配そうに結衣の顔を覗き込んだ。

　親指の腹で目尻を拭う。

「その涙、辛いわけじゃなさそうだな」

　青柳はふっ、と微笑んだ。

「青柳……さん……」

　泣くほど感じていることに気づかれてしまい、恥ずかしくてたまらない。

「よしよし。もっと気持ちよくしてやるからな」

　啄むようなキスが唇に落ちる。

「くっ……んんんっ」

　そうやって慰められている間にも、秘裂からは甘い匂いのする愛液がたらたらと流れ出している。

　濡れた箇所に彼のものが押し当てられた。

「ひっ……」

　想像以上の大きさと硬さに、結衣は思わず逃げをうつ。

「力抜いて。でないときつい」

　少し顔をしかめながら、青柳はそう囁きかけてきた。

　もう、ここまできたら引き返せない。

　結衣は不安にぶるぶる震えながら、体の力を抜いた。

　膨れ上がった彼のものが粘膜を開き、肉筒のさらに奥へと侵入してきた。

「ああ……ああ」

　巨大な異物に、結衣の体が悲鳴をあげる。

　脈打つものが大量の愛液を吸いながら、内部をかき混ぜる。

「あああっ……」

　体の中心が真っ二つに裂けてしまいそうな、激しい痛み。

　結衣の体は衝撃に汗ばみ、目からは新たな涙がこぼれる。

「奥まで入った」

　結衣の尻を両手で掴み、ぐっと開きながら囁く。

　そのせいで屹立はますます奥に突き立てられ、凄まじい快感が体の中に生まれた。

「や……はぁ……んんっ」

「気持ちいいか？　いいんだな」

　青柳は満足げにそう言うと、ゆっくりと屹立を抜き去った。

「あああ……は……あぅ」

　甲高い声で喘ぎながら、結衣は青柳の背中にしがみつく。

　青柳はちゅっと、と結衣の唇に口づける。そして再び角度を変え、硬いものを挿入した。

「ううう……ふっ……くぅ……んっ」

　愛液と先走りの汁でぬらついたものが、何度も結衣の中へと押し込まれる。

「ひあっ……ああん」

　体ははしたないぐらいに反応して、結衣はいつしか彼の動きに合わせて腰を振っていた。

　甘だるい痺れが全身を駆け抜けていく。彼の背中に爪を立ててはいけないと思うのに、どうしても力が入ってしまう。

　快感に収縮する子宮が、硬いものに犯され身悶えが止まらない。

「清純そうな顔してなかなか感度がいいな」

　大きな手のひらが、乳房を掴む。強弱をつけて揉み込まれ、新たな蜜が太ももを伝った。

「ああん……あっ……はぁ……あっ」

　気持ちがいい。よくてよくてたまらない。頭の中が蕩けそうだ。

　瞼の裏が白くなり、純度の高い快感が結衣の肉体を支配し始めている。

「いいんだな。もう手加減はしないぞ？」

　返事を待たずして、青柳は何度も己の腰を打ちつけてきた。

「ううう……んっ」

　びくんびくんと結衣の体は大きく波打つ。

　繋がっている部分が快感に蕩けてしまいそうだ。

「あんたの体、すごくいい。やばすぎ……癖になりそうだ」

　青柳の声がどこか遠くに聞こえている。彼のたくましいものに突き上げられるたびに、体全体が切なくきしむ。

　熱く太い幹が柔らかな内部を拡張し、体全体が快感の袋に変えられてしまったかのような錯覚を覚える。

「あああ……は……あぅ」

　腰を両手で掴まれて、内部をぐるんと押し回された。

　卑猥な水音と共に、結衣の意識は薄れていく。

「達く姿もかわいいな……もうすっかり君に夢中だ」

　絶頂の最中、彼にそんな言葉を囁かれた気がするが、おそらく幻聴だろう。

　ヒクヒクと陰部を淫らに震わせながら、結衣は意識を手放した。




　急に息が苦しくなって、結衣は眠りの縁からゆるゆると浮上した。

「おはよう」

　男の声がした。

　目を開けると隣には青柳がいて、結衣の鼻をつまんでいた。

「お……は……ふわっ」

　鼻声の後に一気に息を吐き出すと、青柳はくすくす笑いながら鼻から手を離してくれる。

　そして片肘を立て、まじまじと結衣を見つめた。

「乱れた髪もかわいいもんだな。もう一戦交えたくなる」

「一戦.......？」

　結衣は意味もわからず、その言葉を繰り返す。

　鎖骨が深くえぐれた青柳のたくましい上半身が、朝の光に照らされてまばゆい光を放っている。

　目が覚めたばかりで弛緩しきっている頭の中に、昨夜の出来事が浮かび上がる。

（そうだ、私たち一つになったんだ……）

　強引に抱かれ、それでも気持ちよさに腰を振った。

　次々に快感を与えられ、はしたない喘ぎが止まらなかった。

　恥ずかしさにいたたまれなくなった結衣は、慌ててブランケットを目の下まで手繰り寄せた。

　青柳は不審そうに眉根を寄せる。

「おいこら、なんで隠れるんだ」

「変な顔してますから……見られたくないんです」

「なるほど。そう言われると見たくなる」

　青柳は悪戯っぽい表情を浮かべ、ブランケットを剥がそうと試みる。

「やめてください」

「やだね。見せろ」

　ブランケットの引っ張り合いが始まった。当然、男の力には抗えない。

「あっ……」

　ブランケットを奪い取られてしまい、剥き出しの乳房がポロリとまろび出た。

「きゃっ……」

　結衣は恥じらいながら、両手をクロスして乳房を隠した。

「恥ずかしがるなよ。夕べはあんなに大胆だったろ」

　青柳は嬉しげに笑いながら、啄むように結衣の唇にキスをした。

　唇と唇が触れた瞬間、たちまち力が抜けてしまう。

　手首を握られガードを解かれ、裸の胸元がぴったりと重なりあう。

　と同時に口づけは深まり、結衣を陶酔の世界へと誘っていった。




「会社の連中にはしばらく内緒にしておこう」

　結衣の自宅へと向かう車内で、青柳はそう言いながらハンドルを切った。

「わかりました」

　素直にそう答えながらも、結衣は正直落ち込んでいた。

　今までずっと真面目に生きてきた。

　一晩限りの関係なんて、自分にだけはあるわけがないと思い込んでいた。

　それでも流されることがあるなんて.......。

　青柳はさらにこう続けた。

「まだうちの両親は婚約解消の事実を知らない。財閥同士の結婚は、かなり厄介でね……あんたと正式に付き合うためには、解決すべきことが色々ある。必ず解決するから、それまで待ってくれるか？」

「付き合う……？」

　思わず首をかしげる結衣を横目で見て、青柳は不満そうに両目を見開いた。

「まさか一晩限りの関係とか思ってないだろうな」

　ストレートに突っ込まれてしまう。

「いいえ、その……」

　視線を揺らめかせる結衣に、青柳は苦笑する。

「ばかだな。あんたみたいに面倒そうな相手、誰が遊びで手を出すかよ」

　運転席から伸びてきた彼の手によって、結衣の髪の毛はくしゃくしゃとかき混ぜられた。

「面倒そうって……！」

　あまりの言われように、結衣は青柳を軽く睨んだ。

　青柳は両目を細めてこう告げる。

「……本気に決まってるだろうが。そんなの、抱き方でわかるだろ」

　名残おしそうに結衣の頭を一撫でして、青柳の手のひらはハンドルに戻る。

　結衣は胸をときめかせながら、端正な彼の横顔にじっと見つめた。

　頬が少し赤らんでいる。青柳も結衣と同じように甘酸っぱい喜びを、感じてくれているのだろうか。

（ああ、私、この人のことが好きだ）

　ほんの数日前まで、二度と恋なんてしないと言っていたのに。あっけなく別の人を好きになってしまった。

　同じ好きでも、先輩に感じていた気持ちとは全然違う。

　彼とは何日会わなくても平気だった。

　だから、長い間好きだと言う素振りすら見せずに、思い続けていられたのだと思う。

　恋に恋する状態だったのだと、今ならはっきりわかる。好きと言う感情を相手に手渡すことなく、ちっぽけな胸の中で温めていたのだ。

　そっと胸に手を置いた。手のひらに脈打つ鼓動が伝わってくる。

　恋というものはこんなにふわふわと、気持ちが浮き立つものなのだろうか。

　彼がすぐそばにいる。

　それだけでもう、飛び上がりたいほどの幸福感に包まれる。

（もしかしたらこれが私の初恋なのかも……）

　切ない思いが心を満たす。

　好きで好きでたまらない。

　青柳は、ちらりと結衣に視線を向けた。切れ長の瞳に射抜かれて、結衣は意味もなく赤くなる。

「俺に見とれてんの？」

　青柳はニヤリと笑ってこう続けた。

「そんなに見つめるとキスするぞ」

　結衣は慌てて前を向いた。

「ダメですそんなの」

　恥じらいながら言い返す。

「ふっ。真面目だねえ」

　青柳の目尻が、愛しげに細められた。










第五話











　すれ違うだけで、ＯＬたちの嬌声が上がる社内の王子。

　そんな彼との、秘密の恋が始まった。




「石川さん、書類のチェックをお願いできますか」

　そう言われて顔をあげた結衣は、机の前にいる青柳の姿を見て、思わず固まってしまった。

「随分集中してたね。えらいえらい」

　子供をあやすような口ぶりで、青柳はほほえむ。

　気がつけば周りの人たちが、物珍しそうに二人を見ている。

　以前は総務に来ることなどほとんどなかった彼が、日参しているわけだから、不思議がるのも当然だろう。

　しかし青柳は周囲の思惑など、全然気にしていないらしい。

　可愛くてたまらない、といった表情で結衣を見つめ続けている。

「拝見します」

　なるべく早く青柳を遠ざけたくて、結衣は机の上に置かれたＡ４用紙に、素早く視線を落とす。

（あれ？　何も書かれてない）

　裏返すと、

「このあと少し話せない？」

　そんな手書きの文字が目に入った。

　さらっと書いた感じなのに、驚くほどの達筆だ。

　しかしそんなことはどうでも良い。

「わかりました」

　衆人環視の中、真っ赤になりながらそう告げる。

　ヘタに拒絶するより、従った方がいいという判断だ。

　青柳は満足げに頷いた。

「じゃ、よろしく」

　結衣に顔を近づけると、ニッコリ微笑みながら囁きかけてくる。

　はあっ、という、ＯＬたちのため息が聞こえた。

　彼のアプローチはいつも大胆でハラハラする。周囲はまだ婚約破棄の事実を知らない。

　色々と事情があり、しばらく公にできないらしい。

　そのため、本気で青柳と結衣の仲を、疑っている人はいないようだが、こんな態度を続けられると、バレるのも時間の問題という気がする。

（ああ。みんなの視線が体に痛い……）

　それでも五分ほど経てば、いそいそと立ち上がり外に出る。

　胸がドキドキと波打っている。

（でも、どこに行けばいいの）

　踊り場に行くと、誰かに手を引っ張られた。

「結衣」

「青柳さん……あっ」

「よく来たね。いい子だ」

　次の瞬間結衣の体は青柳の胸に包まれていた。

　ありえないくらい心臓が跳ねる。

「ちょっと、ここ、会社ですよ」

　声がうわずる。

「知ってるよ。そんなの」

　青柳は満面の笑顔だ。その幸せそうな表情を見ていると、思わず脱力してしまう。

　この人にはかなわない。一緒にいると、ふわふわと空中を飛んでいるような錯覚を覚える。

　心に羽が生えたような気分になってしまう。

「さてと。俺の大切な人に、いつもの挨拶をしとこうか」

　音を立てて唇が奪われた。

「ん……んん」

　腰の後ろに両手が回り、ぴったりと体を押し付けられる。

　青柳のトレードマークみたいな、コロンの香りに包まれていると、とても幸せな気分になるのはどうしてなんだろう。

　仕事中に社内で恋人と会いびきしてキスするなんて、どう考えてもいけないことだ。

　それなのにときめきが止まらない。胸の中が熱くなって、つい恋に溺れてしまう。

　上唇を軽く吸いながら、温かい手が頬を撫でる。

　彼の仕掛けてくる行為の全てに優しさが溢れていて、結衣の心は激しくときめく。

　と、足音が聞こえてきた。

「それでさあ、今度のコンペなんだけど」

　誰かがこちらに向かっている。

　結衣は慌てて離れようとするが、青柳はさらに腰に回した手に力を込める。

「見られちゃいますよ」

　結衣は小声でそういった。

「俺は別にいいんだけど」

「駄目ですってば」

　彼の胸をポカポカとたたき、必死の思いで距離をとる。

　結衣の傍らを、男性が二人通り過ぎていく。

　危機一髪。

　大きなため息をつき、振り返ると、青柳がクスクス笑いながら結衣を見ていた。

（オフィスラブって心臓に悪い……）

　青柳がいたずらっぽい表情で、片手を上げひらひらと振った。 またね、の合図だ。

　結衣も側面に伸ばした手のひらをそっと上向かせ、左右に振った。

　ジェスチャーだけのやり取りが、とても甘い。 

（でも、オフィスラブってとっても楽しい……）

　ほんの数日前まで、こんな日々がやってくるとは夢にも思っていなかった。

　スキップしたくなるような気持ちをこらえながら、結衣はフロアに向かって歩き始めた。




　ある休日、ソファの上で肩を並べ食後のコーヒーを飲んでいた時のことだ。

「あんたさ、キスする時、唇を噛み締める癖があるよな」

　突然青柳にそう言われ、結衣は顔を真っ赤にしてしまった。

「そうですか？」

「もしかして、全然気づいてない？」

「はい」

「ふうん」

　楽しげな表情。何か企んでいる顔だ。

「じゃあ、試すぞ」

　案の定、キスされる。

　彼の唇が近づくと、柑橘系の香りに鼻腔を甘く、くすぐられる。

　それだけでゾクゾクと胸が震えてしまい、結衣は頬を赤らめながら目を閉じた。

　唇が重なった瞬間、思わず身体に力が入るが舌先で軽くノックされ、さっきの忠告を思い出す。

「んっ……んんっ」

　そっと力を抜けば、自然に唇もほころんだ。

　肩が引き寄せられ、抱きしめられる。唇を塞いだまま、青柳は結衣を膝の上に載せた。

　エプロンを脱がされ、スカートがたくし上げられる。

　白い太ももを温かい手のひらがゆっくりと這い、気分がどうしようもなく高揚していく。

　長い舌が口腔をまさぐり、結衣の舌を絡めとる。

「んっ……んんっ……ふぅ……」

　唾液が流し込まれてきた。性の香りのする、いやらしいキスだ。

　角度を変えて貪られ、ブラウスに包まれた胸が大きく上下する。

　その間も彼の手のひらは、愛おしむように結衣の足を撫でさすっている。

　こんな調子では身が持たない。

　体だけじゃなく、心まで蕩けそうになってしまう。

　長いキスが終わり、青柳はにっこりと微笑みかけてきた。

「あんたの肌、いつ見ても綺麗だよな。赤ちゃんみたいに艶々してる」

　爽やかな口ぶりで言いながらも、彼の指はスカートをたくし上げている。

　水色のショーツがちらりと見え、結衣は真っ赤になってしまう。

　繊細なレースが施された、セクシーなショーツだ。

　会うたびに抱かれているため、それなりの下着を身につけるようになった自分が、淫乱な女に変えられてしまったようで恥ずかしくてたまらない。

「今日は水色の紐つきか。エロいな」

　すかさず突っ込みが入り、結衣の頬はますます赤らみ、つい身を捩ってしまう。

「じっとしてて」

　ブラウスをはだけられ、きつめのブラからはみ出した膨らみに、音を立ててキスされた。

　ぴくんと体が仰け反って、感じていることを相手に伝えてしまう。

「俺と、もう何回寝たっけ？」

　彼の声はいつもなぜか、糖度を帯びている。甘やかすような声だ。

「覚えてません……」

「本当に？」

　肌に赤黒いうっ血がいくつも残される。

　ブラウスとスカートを脱がされ、もう自分の体を隠すのは下着だけだ。

「すご……いつ見てもいやらしい体」

　くびれた腰を指の先でなぞりながら、青柳は舐め回すように結衣の身体を見回した。

「そんなに……見ないで……ください」

　興奮に声がかすれている。

「ばか。こんなに綺麗な体、見ないのはもったいないだろう。俺の網膜に全て焼き付けてやる」

　熱い視線と声に胸が震える。

（すごく……大切にしてもらってる気がする……）

　これは自惚れなのだろうか。恋に慣れていないため、全てを自分の都合がいいように思い込もうとしているだけなのだろうか。

　無防備すぎる格好に、背筋がゾクゾクする。彼の手がどんな風に自分を愛し、どんな世界に連れていくのか。今までの行為でわかっているだけに、はしたない程期待が高まってしまう。

　ブラのホックを外されて、丸みを帯びた乳房が冷たい空気にさらされる。

「んっ……んんっ」

　乳首を大切そうに口に含まれ、飴玉を転がすように舐められる。何度されても慣れない行為だ。

「ほら、よく見て。もうこんなに立ってきた」

　薄桃色の突起を舐めしゃぶりながら、青柳はいやらしい声で囁きかけてくる。

「そんなこと言わないで」

「いつまで恥ずかしがってるんだよ。毎回処女を抱いてる気分だろ。そういうの、そそる」

　乳房をぎゅっとねじるように揉み込まれ、結衣は背中を仰け反らせて悶えた。

「あああっ……」

　汗の浮いた背中に、彼の筋肉質な胸が押し付けられる。ドキドキと心臓が音を立て、子宮が快感を覚えて疼き始める。

　ショーツの紐が解かれて、桃色に染まった鼠径部があらわになった。

　その周辺をじわじわと撫でながら、青柳は濡れそぼった秘裂をそっとなぞる。

「ああ……ああ」

　まだ入り口に触れられただけだ。ただそれだけで気持ちがよくて、結衣はいやいやとむずがりながら太ももを閉じようとした。

「こら。隠すなって言ってるだろう」

　両足を角度をつけて開かれて、剥き出しになった肉びらの奥に長い指が挿入される。

　ぐちゅぐちゅと音を立てて、淫靡な抽送が続けられる。とろとろと蜜が太ももにこぼれ、結衣の頬は真っ赤になった。体の奥底から快感を引きずり出されている。

　蜜の香りはとめどなく甘い。

「いい匂い。この匂いが大好きだ」

　彼の指が抜かれ、結衣は思わずねだるような喘ぎを漏らしてしまう。

「や……はぁ……んんっ」

「よしよし、待ってろ」

　青柳は結衣を膝から下ろすと、四つん這いにさせた。

「やっ」

　こんな恥ずかしい格好は初めてで、結衣は体を丸めて抵抗する。

　しかし、それをゆるさないとばかりに腹部を掴まれたかと思うと、尻を高く上げさせられ、さらにはしたないポーズへと導かれてしまった。

「いい眺め。恥ずかしいところが丸見えだ」

「や……やあ……」

　結衣の充血した秘裂が淫らに蠢き、青柳はごくりと唾を飲んだ。

「よしよし、すぐに気持ちよくしてやる」

　青柳は己のものを引きずり出すと、ぬるつくそこにピタリと沿わせた。

　秘玉から割れ目までの一本の線を、硬いものが上下する。

「欲しいか？」

　背後から乳房を鷲掴みにされ、唇に舌を這わせながら囁かれる。

「聞かっ……ない……で……ああん」

　何度も焦らされたまらなくなった肉襞が、青柳を取り込もうと収縮する。

「わ……すご……吸い込まれそう」

　かすれた声で囁かれ、結衣の目は羞恥心に赤く染まっていく。

　うつむけば、男の手で様々に形を変えている己の乳房が目に入った。

　長い人差し指が先端をくりくりと弄っている。

　硬い楔が花芯に押し当てられた。

「うっ」

　ソファの座面にしがみつき凄まじい質量に耐えようとするが、その動きとは裏腹に肉襞は淫らな収縮を繰り返し、たくましいものを内部へと取り込もうとする。

　太い部分を内部にくぐらせ浅い部分をかき回した後、一気に青柳は腰を進めた。

「ひあっ……ああん」

　粘膜が激しく収縮する。

「あんたのここ、よく締まるな。いつか食いちぎられそうだ」

　挿入しながらクリトリスをつままれて、結衣はいやいやと腰を振る。

「あああっ……」

　入れながら愛撫するなんて、反則だと思う。でも青柳はいつもそうやって結衣の官能を極限まで高めようと試みるのだ。

　最奥まで到達した屹立が、さらに奥を目指して激しい突き上げを行った。

　体内で、太いものが脈打っている。

「ああん……あっ……はぁ……あっ」

　肉襞がそれを包み込み、繋がった部分の隙間から愛液が零れ落ちていく。

「抱くたびに、あんたの体は変わっていく。毎回違う反応を見せる。そこがいい……たまらない」

　角度を変えて貫きながら青柳は囁きかけてきた。

　背後からされると、いつもとは違うところに先端が当たって気持ちよくてたまらない。

　ソファに頬を擦り付けながら、結衣は悶えた。

　内部でぐるんと、腰が押し回される。その刺激に体が小刻みに痙攣し始め、目尻が赤く染まっていく。

　抽送を繰り返しているうちに、彼のものが一際大きくなってきた。

　気持ちがいいのに、とても苦しい。

　体内で動く彼の激しい欲棒が、結衣の官能を一段高く押し上げていく。

「あぅあ……は……あぅ」

　繋がったまま体を返され、仰向けに抱き合う形になった。

　彼の優しげな表情を見ると、ほっとする。

「なんて顔をするんだ」

　汗の浮いた額に長い前髪が張り付いて、いつも以上にセクシーな表情を見せている。

「あんたはかわいい。全部食べてしまいたい」

　せわしなくそう口走りながら、青柳は首筋に舌を這わせた。

「ひあっ……ああん」

　結衣は青柳の背中に両手を回し、彼の動きに合わせて腰を揺らす。

　青柳も結衣をきつく抱きしめ、お互いに隙間がないくらいぴったりと重なりあう。

　物欲しそうな目で青柳を見つめ、そんな自分に驚きながら結衣は幸せを噛み締めていた。

　激しいピストン運動に、子宮がぐっと上がっていく。

　繋がりあった部分から、想像を超える官能が体全体に広がっていく。

「達きそう？」

　耳たぶを甘噛みしながら、囁かれる。

「ん……達く……」

　鼻から抜けるような声で、結衣は答えた。

「まだダメだ。一緒に達こう」

　激しくなる行為に、ギシギシと音を立ててソファがきしむ。

「やっ……やっ」

　水音が部屋中を満たし、結衣の瞼に星が瞬く。

　次々に激しい快感が与えられ、全身がビクビクと震えてしまう。

「えっ……ああっ」

　結衣の割れ目からは蜜が溢れ、いやらしくシーツを汚していた。

　青柳はそれでも容赦せず、角度を変え、腰をグラインドさせる。

「ああん……ふっ……はぁ……あっ」

　快感にすすり泣きながら、胸を突き出すようにして背中を仰け反らせ、激しすぎる快感に耐える。

「やばい、俺も限界がきそう」

　ピクピクンと揺れる結衣の腰を、青柳は両手で持ち上げた。

「蕩ける……蕩けちゃう……ううっ」

　大きな両手ががっしりと腰をホールドし、快感から逃れられない。

「ああ……ああ」

　内側の襞を何度も硬いものでこすられ、声が絶えず漏れ続ける。

　快感が限界を突破して、おかしくなってしまいそうだ。

　達きたいのに、絶頂を迎えるその寸前で腰を引かれまた新たな場所を攻められる。

「ふ……はあ……ああ……」

　たくましい首筋に両腕を絡め、激しい抜き挿しに堪えながら結衣は、甘やかな悲鳴を漏らした。

　蜜筒は喜びに蕩け、ただの肉の袋へと変わっていく。

　青柳は結衣の足首を掴み、肩口へと持ち上げた。

　ガシガシと穿たれ、甘くほぐれた内部に緊張が走る。

　あっという間に上り詰め、結衣の腰が大きくうねる。

「ひあ……あっ……はぁ……んっ」

　内部に熱いものがほとばしる。どうやら彼も果てたらしい。

　熱に浮かされたように、ハァハァと荒い息をつきながら結衣は青柳をじっと見た。

　涙とヨダレでぐしゃくしゃの自分と違い、青柳の表情にさほどの変化はない。

　しかし、自分と目があうとにっこり笑って、肩口にあげていた足を下ろすと優しくキスをしてくれる。

　（心と心が通じあうって、こういうことなのかしら……）

　結衣はそう思った。







「最近肌艶がいいじゃない。ずいぶん青柳さんにかわいがってもらってるみたいね」

　久しぶりに訪れたバー「京美人」で、京子にそうからかわれる。

「うん……幸せすぎて怖いくらい」

　正直な気持ちを伝えると、

「あら、ごちそうさま」

　京子は笑って肩をすくめる。

　半分のろけだが、半分は本気で不安になっていた。

　楽しすぎる毎日が、嵐の前の静けさに思える。

　今夜青柳は、両親に婚約破棄の事実を告げるらしい。

「あんたのことも話しとく……絶対納得してもらう」

　彼の口ぶりは自信に満ちていたものの、目には陰りが見えていた。

（何もなければいいけど……こんなに幸せだと、どこかに落とし穴が待っている気がして不安になるよ……）

　そしてその予感は、現実になってしまったのだった。




　自宅のブザーが鳴ってドアを開けると、そこにはとても美しい女の人が立っていた。

　大きな花柄のワンピースに、十五センチはあるだろう高いハイヒールを履いている。

　見たことのない人だった。

　全身から匂い立つセレブな雰囲気。自分の周りにこういう空気感を持つ人は一人しかいない。

　もちろん青柳だ。

　嫌な予感が胸をよぎる。

「私、相田あいだ花絵はなえっていうの。翔の婚約者よ」

　挑むような視線でそう言われ、結衣は思わず後ずさった。

　閉め出されると思ったのか、女性は体を割り入れるようにして玄関へと入り込む。

　心持ち顎を上向かせて、値踏みするように結衣を見下ろした。

「あの人と付き合っているそうね。単刀直入に言うわ。彼と別れて」

　頭の中がクラクラする。

　以前から挑戦的な態度に結衣は弱い。しかし今回ばかりは負けてはいられない。

「あなたから別れを切り出したって聞いています。違うんですか？」

　震える声で問いかければ、花絵は息がかかるほどの至近距離まで近づいてきた。

「その通りよ。一瞬だけ別な男に目移りしたの。高校の教師よ。貧乏だけどいい人だった。でもダメね。一緒にいてもちっとも会話が続かないの。家柄が違うとこんなにも話があわないものかと絶望しちゃったわ」

「そんなの勝手すぎます」

「私は特別な女なの。常識なんて通用しないわ。あなたのような一般人にはわからないでしょうけど」

　花絵はそう言うと、結衣を高い位置から見下ろした。

「翔のご両親から連絡があったわ。もう一度、やり直してくれって。翔は庶民と結婚しようとしてるけど、もちろんそんなの許さないって。当たり前でしょ。うまくいくわけがないわ」

「ご両親が……そんなことを……」

　ショックだった。諸手をあげて賛成してくれるとはさすがに思わなかったが、まさか自分の息子を捨てた女性に、頭を下げるほど嫌われるだなんて。

「ご両親だけじゃないわ。翔は今でも私を愛してる。ほら、見て。これがその証拠よ」

　美しく長い指が目の前に差し出される。

　薬指に光るダイヤモンドの輝きに、結衣は、はっとした。

　それはいつか見た、一千万円の指輪だった。

　ある意味青柳と自分を結びつけた、思い出の指輪である。

「私が翔の元に戻ると言ったら、この指輪をくれたの。私を許してくれているのよ。もう二度と彼を裏切らない。だからあなたが身を引いて」

「そんなの……嘘です」

　震えながらも結衣は言い返した。

「あら、どうしてそんな風に言い切れるのかしら」

　彼女の声はあまりにも自信に満ちていて、結衣の胸に黒い敗北感が広がっていく。

　結衣の傍らに青柳が立ち並ぶ姿が目に浮かんだ。お似合いだと思った瞬間、胸に鋭い杭が突き立てられたような衝撃を感じる。

（ダメだ、思考力が奪われてる……）

　結衣は痛み始めたこめかみに指で触れた。

　花絵は膝を折って、結衣の顔を覗き込んできた。

「青柳財閥ってどれほどの規模か、あなた知ってる？　彼の実家に行ったことはある？　あの人の一族にどんな歴史があるか、あなた少しはわかってる？　知らないのなら、今すぐ調べてみるといいわ。あなたみたいな田舎娘があの人の恋人でいることが、どれほど恐れ多いことかすぐにわかるから」

　頭の中に彼女の言葉がしみこんできて、ぐわんぐわんと音を立てる。

　花絵は明らかに動揺している結衣の姿に満足したのか、にっこりと微笑みかけてきた。

「いいことを教えてあげる。あの人、私に振られたこと、まだご両親以外の誰にも話してないのよ。これがどういうことかわかるわよね。きっと保険をかけていたのよ。こういう時のために。あなたは私の身代わり。本気で愛されてるわけじゃなかったの」

　結衣は呆然としながらも、目の前にある美しい顔を凝視した。

　花のように美しい笑顔だ。しかし花は花でもこれは毒花だ。間近にいると息ができなくなる。それでも結衣は勇気を振り絞った。

「それは違います」

　弱々しい声が唇から漏れた。

「あなたは青柳さんのことを、どんな人だと思ってるんですか？　本気で彼のことを愛していますか？　もし愛していたら、あの人がそういういい加減な人じゃないってことがわかるはずです」

　彼女に反抗することで、青柳の立場が悪くなってしまうかもしれない。

　しかし、そう言わずにはいられなかった。

　でなければ二人で過ごした日々が、全部嘘になってしまう。それだけは耐えられない。

　花絵は一瞬冷めた表情を浮かべた。

「大人しそうな顔してるくせに、あなたなかなかしぶといわね。わかった。じゃあ手加減しない」

　花絵は威圧的な表情でこう続けた。

「私との婚約を破棄するなら、うちのパパは青柳グループとの取引をやめるわ。もちろんあの一族はそんなことしたってビクともしない。でも彼のキャリアは確実に断たれる。翔のお父様は非情な人よ。失敗をとても嫌うの。悪くすれば勘当でしょうね。それでもいいの？」

「そんな」

　結衣の黒目がちな瞳が左右に揺れた。

「よーく考えてみることね。彼にとって何が一番の幸せなのか」

　花絵はくるりと身を翻しアパートから出ていった。

　ハイヒールの音が遠ざかっていく。

　結衣はうつむいた。




　ＶＩＰルームに入ってきた青柳の額には、小さな汗がいくつも浮いていた。

「……二人だけで話をさせてくれないか」

　青柳は結衣の横にいる京子に向かって声をかける。

「ごめんね。一緒にいてほしいんだって」

　京子は申し訳なさそうにかぶりを振り、青柳は仕方ないという風に首を振りながらソファに腰を落ち着けた。

　全速力で走って来たのか、座ったとたんに新たな汗が噴き出している。

　彼の懸命な表情を見た瞬間、結衣の胸に鋭い痛みが走った。彼のことが好きだとはっきり思った。

　しかしそれでも別れなければならない。

　彼の足を引っ張れない。




「花絵さんがうちに来たの」

　青柳の眉がぐっと上がった。

「何をしに」

「よりを戻したいって言ってた……あの指輪をはめていたわ」

「俺が渡したわけじゃない。おそらく執事だ。処分を頼んだからな」

　青柳は結衣の顔を覗き込んだ。

「別れたいっていうのは、花絵のせいか」

「ううん。違います」

　結衣は青柳に向き直り、きっぱりといった。

「昔の人が忘れられないの……だから別れて。ごめんなさい」

「嘘だろ」

　微塵も疑っていないという風な、自信に満ちた表情で青柳はその言葉を一蹴する。

「本当……」

　そう言った瞬間、涙がこぼれる。

　京子がやれやれという風に大きなため息をついた。

「花絵に遠慮してるのか？」

「だから……違う……」

「違わない」

　そう言ったのは京子だった。

　京子は青柳に向き直ると、きっぱりとした口ぶりでこう告げる。

「本当にばかだよね、結衣は。でもそういう奴なのよ。ライバルが現れたら譲っちゃうの。こうなったら後には引かない。でも、あなたの力で何とかなるなら、そうしてほしい……難しいとは思うけど」

　沈黙がフロアに落ちる。とても重い沈黙だった。

「もういいでしょう。私は退散するわね。」

　そう言うと杏子はＶＩＰルームを出ていった。

　青柳の眉根に、深い皺が刻まれている。

（あ。青柳さん、今、私との別れを考えてる……）

　彼の表情を見ただけで、手に取るように気持ちがわかってしまう。

　自分から言い出したことなのに、胸が痛い。

　二人で過ごした出来事が、走馬灯のように頭をよぎる。

（私はこの人の手を放せるの？　この人と別れて、一人で歩いていけるの？）

　しかし、青柳の幸せを考えると、この選択が一番なのだ。

　結衣の目から零れ落ちる涙を、彼の長い指が拭う。

　初めて会った時にも、今と同じように慰めてくれた。

　そして、その後……。

　そこから全てが始まったのだ。

「仕方ないな」

　今ならまだ間に合う。別れをきっと撤回できる。

　しかし、引き止める言葉は出てこない。その代わり涙は次々に溢れ出る。

　初めて会った時みたいに。

　青柳は結衣の手を握り、甲を優しくとんとんと叩いた。

「いい加減泣きやめ。泣きたいのはこっちだ」

「……ごめんなさい。もう帰るね」

　立ち上がった結衣の手を、青柳はもう一度握りこむ。

「家まで送るよ」

「そんな……悪いから」

「それぐらいさせろ。最後なんだろ」

　最後という言葉に、胸がきしむ。

　結衣はうつむき、立ち上がった。







　外に出ると土砂降りの雨が降っていた。

「すごい雨だ。これこそゲリラ豪雨だな」

　そう言って青柳は空を仰ぐ。

「どうぞ。返さなくていいから」

　見送りに来た京子が、青柳に傘を差し出した。

　一本しかない。

「ありがとう。行くぞ」

　青柳は傘を開き、結衣の肩を引き寄せ歩き出す。

　少し距離を置こうとするが、青柳は許さず強い力で引き戻してくる。

　鬱屈とした結衣の心を映し出しているかのような、酷い土砂降りの雨だった。

　結衣を濡らさないように気を遣ってくれているのだろう。

　青柳の左肩はずぶ濡れだ。

　苦しすぎて結衣は、ひとことも口をきけなかった。彼の優しさが胸の内側に忍び寄ってくる。

　しかし手放さないといけない。後悔なんてしちゃいけない。




　深夜のパーキングには人気がなく、暗く寂しげな様子だった。

　青柳は結衣が助手席に乗り込むまで、傘をさし掛けてくれていた。

　室内を濡らしてはいけないと思い、結衣はハンカチで自分の洋服から水滴を拭った。

　運転席に乗り込んできた青柳がそれを奪うと、神妙な面持ちで髪の毛や首筋、そして洋服についた雨粒を丹念に拭いてくれる。

「ありがとうございます」

「別に、礼を言うようなことじゃないさ」

　明らかに沈んでいる彼の声に、結衣の心もささくれ立つ。

　沈痛な表情を浮かべたままシートベルトを締めると、結衣は気持ちを切り替えるように前を向いた。

　ところが車は発車しない。

「あの……青柳さん？」

　隣を見ると、彼はハンドルに突っ伏していた。

　そして、ゆっくりとこちらを見る。

　今まで見たことのない、黒いオーラに結衣はおじけづく。

「やっぱ無理だわ。俺、あんたを手放せない」

　青柳は結衣に覆いかぶさってきた。

　唇が重ねられる。

「ん……んっ」

　驚いて彼の胸に両手を当て遠ざけようとしたが、ガクンと座面を後ろにスライドさせられてしまう。

　ザーッと座面がスライドし、結衣は青柳の顔を真上に見ることになる。シートベルトも外された。

「愛してる」

　青柳は髪を撫で、顔を近づけてきた。

　胸に押し当てていた手首が掴まれ、ヘッドレストにひとまとめにして留められる。

　あいた方の手が結衣の唇をそっと撫で、首筋から鎖骨のあたりまでを舐め下ろした。

「もう、いつもの甘い香りがしてるぞ」

　青柳はそう言うと、ブラウスの胸元をおし開いた。

「やめて……ください」

　怯えている結衣に、青柳は鋭い目でこう告げる。

「あんたが俺から逃げるって言うんなら……体で引き止めてやる」

　くぐもった声で恐ろしいセリフを吐きながら、青柳はまろびだした胸を激しく揉む。

「こんなところでは嫌……」

　結衣は身を捩ってその行為から逃れようとするが、青柳はその動きに頓着もせず指先で可憐な乳首を弄り始めた。

「んっ……ふっ……」

　薄桃色に充血した乳首が、男の指の形にひしゃげていく。

　青柳はその乳房を丹念に揉み、先端をくりくりと二つの指で擦り合わせた。

　彼の目は獣のように血走っていた。しかし愛撫はいつも通り優しい。

「ああ……ああ」

　ざらついた指の感触が恐ろしくてたまらないのに、体は慣れた指先に感じてしまう。

　こんな狭い場所で誰に見られるかわからないのに、青柳はそんなことなどちっとも気にしていないようだった。乱暴な手つきで身につけていたものを暴かれる。

　狼狽していた心に、彼の声が響いてきた。

「あんたが好きだ」

（私だって……）

　しかし、そんなこと伝えられるわけもない。

　別れを切り出したのは、自分なのだから。

　剥き出しになった白い乳房に、青柳の口が寄せられた。

「ひあっ……ああん」

　ちゅっと、ときつく肌を吸われ、赤黒い痕が点々と残る。

「くっ……んんんっ」

　青柳の股間が硬くなってくるのがわかった。

　彼は結衣を強く求めている。狭い車内で体を跨がれ、激しい愛撫を受けながら、結衣は泣きたいような気分に見舞われた。

　膝頭で合わせた両足を割られ、角度をつけて開かれる。

　ショーツを一気に剥ぎ取ると、青柳は猛りきった屹立を潤んだ秘裂に押し当てた。

「あああっ……」

　結衣の内部が激しく震えた。

　こんな別れを目前にした時でさえも、快感を求めて蠕動する己の性があさましく思えてならない。

　しかし、堪えようとしても駄目だった。

　まだ何もその部分は触れられていないのに、ショーツの隙間から愛液が流れる。

「逃げようとしているのに、濡れるだなんて……どうなってるんだ？　ん？」

「ああ……ああ」

　揶揄する声でそう言われ、結衣は顔を真っ赤に染めて身悶えた。

　青柳の言う通りだ。

　心も体も、激しく彼を求めている。

　それなのになぜ、別れなくてはならないのだろう。

　しかしそう思った瞬間、呪いのような花絵の声が頭をよぎり、すぐに暗い方向へと引き戻されてしまう。

　彼とは住む世界が違う。

　別れるしかないのだ。

　ショーツをずらして丸見えになった秘玉を、青柳は摘み弄り始めた。

「ひあっ……ああん」

　最も気持ちのいいところを触れられて、ひくんと腰が浮き上がってしまう。

　二本の指で擦り合わすようにされると、あまりの快感にきつく両眼を閉じてしまう。

「ちゃんと俺を見ろ」

　鋭い声が投げかけられ、結衣はいやいやと首を左右に振った。

「見るんだ」

　きっぱりとした声に恐る恐る目を開ける。

　長すぎる前髪からのぞく、切れ長の美しい目がまっすぐに結衣を見つめている。

　唇を奪われ屹立を入れられる。

　上と下の口を、ぴったりと隙間なく奪われて、涙が大量に溢れてきた。

　ゆっくりと彼は挿入を続け、結衣の割れ目は赤黒いもので満たされていく。ズブズブと、いやらしい音を立てて入り込んでくる男の形を、結衣の肉襞は覚えこんでしまっている。

「ひ……んっ……ふぁ……んっ」

　もう別れを決めているのに、彼にのめり込んではいけないとわかっているのに、肉壁は柔らかく彼を包みぎゅうぎゅうと締め付けている。

　赤らんだ乳首を口に含み、青柳はさらに腰を入れた。

　蠕動する肉襞がその行為に悦楽を覚え、切なげに甘い汁を分泌させる。

「あああっ……」

　喘ぎ声は止まらない。

「あんたは別れられるのか。この俺と」

　激しいピストンを繰り返しながら、青柳は耳たぶを甘噛みした。

「この体を忘れられるのか」

　じゅるり、と愛液が分泌される。

「忘れ……ます……ああん……ああっ……」

　彼の首に両手を回し、喘ぎながら結衣は言った。

　男の物は最奥に届いて、狭い内側を押し広げている。

　彼の重みが体にかかり、赤らんだ乳房が押し潰される。

　何度となく内側をえぐられ、絶え間なく湧き上がってくる官能の波にうち震える。

　こんなに強引に抱かれている時ですら、彼の仕草はとても優しく、結衣の胸は切なさにきしむ。

「ああん……うっ……はぁ……うっ」

　根元までズッポリと押し入れられ、どこもかしこも快感に苛まれ、体全体が蕩けてなくなってしまいそうだ。

「俺は別れない」

　吐き捨てるように青柳は呟く。

　長く快感に苛まれ返す言葉が見つからない。

「家柄とか仕事とか、そんなもん全然関係なく、あんたを愛せるようになってやる……だから……待ってろ」

　ピストン運動の速度が速すぎて、パシパシと尻と尻が撃ち合う音が車内に響く。

　気持ちいい。

　よくてよくてたまらない。

　汗とお互いの汗が混じりあい、精液と愛液がほとばしる。




　終わった後、青柳はぽつりと呟いた。

「俺って最低だな」

　苦悩している様子が、横顔からはっきりとわかる。

　結衣は何も言えなかった。

　こんな顔をさせているのは全部自分なのだ。

　謝罪するかのように、青柳は結衣の衣服を整え車のエンジンをかけた。

　アパートにはあっという間に到着してしまう。

　別れ際、青柳は何か言いたそうな顔をしていたが、結衣は聞かずに背中を向けて走り去った。

　アパートのドアを閉めた瞬間、涙がどっと溢れてくる。

　しばらく泣いて、少しだけ気持ちが落ち着いてきた。

　窓の隙間からそっとカーテンを開けた。

　するとアパートの前の道路に、ポツンとたたずむ青柳の姿が見えた。

　とても切なげな立ち姿だった

　彼が顔を上げてこちらを見たので、慌ててカーテンを閉め背中を向ける。

　これでいいのだと、結衣は自分で自分に言い聞かせた。




　そして翌日。




　目の腫れを隠すために、結衣は眼鏡をかけて出勤した。

　同僚たちはみな忙しく、一晩泣きあかした結衣の様子になど全く気がついていない。

　お昼休みに、廊下で青柳とばったり会った。

　今まで見たことがないほど暗い顔だった。

　彼は一瞬バツの悪そうな顔をしたが、すぐに視線を合わせるとこう言った。

「体、大丈夫？」

「平気です」

「そうか」

　青柳は微笑んだ。

　数時間前まで肌を合わせていた二人が、まるで他人のようにあっさりとした態度で言葉を交わしている。

（吹っ切れたんだ……私とのこと）

　もともと前向きな人だった。

　花絵さんと別れた時も一晩酔って、すぐに立ち直っていたではないか。

「よかった……」

　結衣は青柳の目を見て思わずそう呟いた。

「ん？　なに？」

　青柳は不思議そうな表情を浮かべ、体を少し横に傾ける。

「やっと笑ってくれたから……」

　結衣が言うと、青柳の唇から笑みが消えた。

　距離が近づく。

　片手でぐっと腰を引き寄せられ、唇を奪われる。

　突然の行為に、心臓が大きく跳ね上がる。

　噛み付くようなキスが終わると、おもむろに青柳は結衣を解放した。

「じゃ、また」

　この上なく冷たい声でそう言うと、青柳はそのまま去っていく。




　そして、一ヶ月後。




　青柳は突然会社をやめ、ニューヨークへと旅立った。










第六話











　それから二年の月日がすぎた。




「誕生日おめでとう。今日は、私のおごりだから。好きなだけはっちゃけてちょうだい」

　カウンターの向こう側で、京子が茶目っ気たっぷりに微笑みかけてくる。

「ありがとう」

　結衣は渡されたカクテルを手に、微笑み返した。

　行事ごとに興味のない結衣は、京子に呼び出されるまで自分の誕生日をすっかり忘れていた。

　親友の心遣いに感謝である。

「私たちもとうとう二十七歳か。三十路はすぐそこだね」

「京子は嫌なの？　私は結構楽しみなんだけど」

「嫌じゃないけど、驚いてるの。若い頃って自分が歳をとるなんて全然考えてなかった。三十代なんて、ものすごい年寄りだと思ってなかった？」

「私はそうでもなかったけど……確かに、二十代と三十代は違うよね。うまくは言えないけど……」

　そんな会話を交わしながら、結衣はかつて青柳と交わした言葉を思い出していた。

「なんで俺の歳知ってんの。もしかして俺に気があった？」

　からかうような声が、鼓膜の奥に鳴り響く。

「何か考えてる目だ。また、あの人のことを思い出してたんでしょ。ばかだね、あんた。あんないい男を振るなんて」

　京子がすかさず突っ込んできた。

「もうその話はやめてって言ってるでしょ。すぎてしまったことだもの」

「あーあ。もったいない」

　京子はため息をつきながら、おじさんだらけのフロアを悲しそうな表情で見回した。

「青柳さんが常連だった頃は女性客もたくさんいたのに、今じゃこのありさま。商売上がったりだわ」

　彼の名前を改めて聞いた瞬間、結衣の胸にかすかな痛みが走った。京子が慌てたように己の口を手のひらで塞ぐ。

「あっ、ごめんごめん、この名前は禁句だったわね」

「ううん、そんなことないよ。大丈夫」

　結衣は無理やり笑顔を作った

「作り笑いが板についちゃった感じよね、あんた。何とかしないとこのまま枯れてっちゃうよ」

　京子は再びため息をつく。




　結衣は曖昧に笑いながらカクテルをあおった。

　寂しいけれど、抜け殻のような毎日を過ごしているわけではない。




「もう恋なんてしない」




　初めての恋を失った時は、そう思った。

　ヤケクソになってアパートから一歩も出ない日々を過ごした。

　しかし、青柳との破局の後はあの時とはちょっと違う。

　どんなに泣きあかしても、ちゃんと毎朝早く起きて休日には散歩に行く。

「残業プリンセス」なんてあだ名も返上した。

　誰かの仕事を肩代わりするのじゃなく、自分ができることを全力でやる。

　そんな風に考え方を変えたのだ。

　周囲の無茶ぶりにも、きちんとノーを言えるようになってきた。

　もしいつか青柳に再会した時、変化のない自分ではいたくない。

　そんな風に思えるようになったから。




「あれから全然連絡ないの？」

　京子は心配そうに尋ねてきた。

「うん。でも、元気でやってるみたい」

　結衣はスマホの画面をタップして、彼が取り上げられている記事を表示してみせた。

　どれどれと杏子は覗き込み、

「……渡米して二年。大手ＥＣサイト買収の勢いある若手社長……よくわかんないけど、相変わらず綺麗なお顔ね。眼福だわ。最近イケメン成分が足りないのよ。ありがたや、ありがたや」

　記事を読み上げ、おどけた口調で拝んでみせる。

「頑張ってるんだなぁ」

　彼の写真を拡大し、結衣は遠い目をして呟いた。

　別れ話の一ヶ月後、突然会社をやめて単身ニューヨークへと渡った彼。

　結衣にとっては寝耳に水だったが、その後の動向はすぐにわかった。

　彼の立ち上げたスタートアップビジネスは、実業家でもあるハリウッド俳優からの融資を受け、脚光を浴びた。

　長く温めていたアイデアだったらしく、とんとん拍子に事業は成功。彼は時の人となった。

「他にもあるの？　見せてみ、見せてみ」

　京子が、スマホを取り上げ、「ひゃあ、こんなにある」とおどけてみせた。

「元婚約者……花絵さんだっけ？　あの人もさっさと別な御曹司と結婚したっていうし、何のために別れたのかわからないね。あんたが一番貧乏くじを引いたんじゃない？」

　ネットサーフィンを続けながらも、京子は同情したような目を結衣に向けた。

「自業自得だよ……私が弱虫だったから」

　結衣はきっぱりとそう答えた。

　どうしても彼が欲しかったら、退いたりはしなかった。

　ライバルからの圧力に負け、逃げ腰になってしまった自分には彼の隣に居続ける資格なんて全然なかった、と今でも思う。

　それでも……。

　正直に言えば結衣は彼を、未だに忘れられずにいた。

　テレビや新聞で彼の記事を目にすると、食い入るように見てしまい胸の鼓動が激しくなる。

「私は彼の一番のファンなの。ほんの一時だけでも、一緒に過ごせて幸せだったよ」

　結衣はそう言って微笑んだ。

　これは強がりじゃなくて、本当のことだ。

　この広い空のどこかで、彼が幸せに暮らしていると思えばそれだけで生きる気力が湧いてくる。自分も頑張ろうと、素直に思えるのだ。

「あら。彼、日本に帰ってきてるみたいよ」

　スマホの検索ページをスクロールしていた杏子が、ある場面で手を止めた。

「嘘」

「ほら、これ」

　結衣の元にスマホが戻る。

「青柳翔、凱旋帰国」

　タイトルにはそんな文字が躍っていた。

「本当だ」

　結衣は両目を見開いた。

「動画があるわね。見てみましょうよ」

　京子に急かされ、結衣はせわしなく動画をタップした。

　青柳が大勢の記者や野次馬たちに取り囲まれている。場所は空港のロビーらしい。

　青柳の背後に、窓越しの青空が映っている。生放送ではなく録画のようだった。

　青柳はブルーのジャケットにチノパンというラフな格好だった。

　相変わらずモデルのようにスタイリッシュな立ち姿だ。人混みをかき分けて立ち去ろうとするが、突き出されたマイクに阻まれ、しぶしぶといった感じで質問に答えている。

「日本に帰ってきた理由は何ですか」

　女性レポーターが青柳に尋ねる。

「好きな女にプロポーズをするためです」

　青柳はきっぱりとそう答えた。久しぶりに聞く彼の声。心臓がどくんと音を立てる。

（青柳さんの好きな人……誰なんだろう……）

　別れてから二年経っている。おそらく自分の全く知らない人なのだろう。

　自業自得だとは言え、胸が痛い。

　画面の向こう側で、レポーターたちが一斉にどよめいている。

「以前婚約破棄をされてから、一切の恋愛話がありませんよね。かなり理想が高いのだろうと噂されていますが、いかがでしょうか」

　レポーターはさらに食い下がる。

「いやあ」

　青柳は照れたように髪の毛をかきむしった。

　それを見て京子がクスっと笑う。

「子供みたい。かわいいわね」

「……そうね」

　結衣もモニターに視線を向けたままうなずいた。

「僕はこう見えて一途なんです。一人の女性にずっと片思いをいしてるんですよ」

　凛とした表情で青柳は答える。

　レポーターたちはざわめいた。

「片思い、ですか？」

　にわかには信じられなかったらしく、レポーターは確認を求めている。

「はい。そうです」

　青柳はうなずいた。

「青柳さんのような方に待ったをかける女性がいらっしゃるとは驚きですね。どんな方ですか？　よっぽどのセレブでいらっしゃるとか？」

　青柳は苦笑した。

「至って普通の人ですよ。ああ、けどちょっと臆病な人かな。自分より他人の幸せを願うような、優しい女性です。そういうところを好きになったんです」

　そう言いながら、青柳は意味深な目つきでカメラを見た。

　モニターの向こうの彼と目があった気がして、結衣の心臓は大きく跳ねる。

「ちょっと待って、これ結衣のことじゃない？」

　京子の目がキラキラと輝き始める。

　結衣が答えようとした時、入り口にかけてあるベルが鳴った。

　金曜日の夜、客が来るのは当たり前なのになぜか胸がざわめいて、結衣はドアを振り返った。

　そして、はっと息を飲んだ。

　夢かと思った。

　見知った顔が、ゆっくりとこちらに近づいてくる。

　デザイナーズスーツに身を包み、手には薔薇の花束を抱えたファンタジー映画に出てくる王子さまのように美しい彼が。

　結衣の傍らに立ち、にっこりと笑いかけてきた。

　心臓が……大きく跳ね上がった。

「ったくもう。二人っきりにしてあげる」

　香子が結衣の肩をぽんと叩き、カウンターから出てフロアに向かう。




　結衣はカウンター席で硬直し、懐かしすぎる青柳の顔を両目を見開いてじっと眺めた。

「毎年、誕生日はここなんだろ。だから絶対会えると思った」

　彼の声は以前とちっとも変わっていない。

「青柳さん……」

　青柳の名前を呼ぶ声が、自分でもびっくりするほど裏返ってしまう。

　青柳が吹き出した。

「……！」

「や、ごめん」

　ごほんと咳払いをし、青柳は結衣に向き直った。

「誕生日おめでとう。結衣」

　薔薇の花束が渡される。

　何のリアクションも取れずにそれを受け取り、結衣はただ呆然と彼の顔を見上げていた。リアクションの取りようがない。まるで幽霊を見たかのような衝撃が胸の中にある。

「会いたかった」

　感じいったような声。

　端正な顔がふっと和らぐ。

　青柳は膝を折って結衣と視線を合わせ、そのまま顔を近づけてきた。

　唇が重なり、あまりの懐かしさと気持ちよさに結衣の胸はドキドキと高なる。

　もらった薔薇の棘が青柳に刺さらないかと不安に思いながらも、こみ上げてくる幸福感で胸がいっぱいになってしまう。

　周囲のざわめきが耳に入る。多分注目されているのだ。

　ただでさえ青柳は目立つ上に、こんなところでラブシーンを繰り広げているのだから当然だろう。

　だけど、そんなことも気にならない。久しぶりに会ったのだ。キスだけじゃ足りない。

　狂おしいほどの想いがこみ上げてくる。

　情熱的なキスが終わり、二人は目と目を合わせて微笑みあう。

「二人きりになりたい」

　青柳は耳元に唇を寄せ、囁きかけてきた。

「私もです」

「なんだよ、ずいぶん素直だな」

　青柳は微笑むと、こう続けた。

「あんたの部屋に行きたい」

「喜んで」

　結衣は恥じらいながら青柳の手を取った。




　部屋の中に入ると青柳は野獣のように、結衣の唇を貪った。

　玄関先の壁に背中をつけ、仰け反りながらキスを受ける。

　久しぶりに味わう彼の唇。

　結衣の胸は、大きな喜びに満たされていた。

「あんたを迎えに来るだけの力をつけた……だから、もう二度と離さない。いいよな」

　言葉を紡ぐ距離だけあけて、青柳が囁く。

「はい……よろしくお願いします」

　荒い息をつきながら結衣は答えた。

「よかった」

　青柳は笑いながら、大きなため息をついた。

「どうしたんですか？」

　ため息の理由がわからずに、結衣は彼を見つめながら首をかしげた。

「拒絶されたらどうしようと思ってた。だから今、すごくほっとしてる」

　空港でインタビューを受けていた時の、頼もしい表情からはうって変わった人間らしい表情に、結衣の胸は締め付けられる。

「……青柳さん……」

「翔って呼べよ」

「翔さん……」

　素直に下の名前を呼ぶと、青柳はくしゃりと頬を緩めた。

「好きな女に呼ばれると、こんなに嬉しいもんなんだな」

　啄むようなキスが落ちる。結衣は大きな幸福感とともに、それを受けた。

「ニューヨークで頑張ってたんですよね。ずっと足跡を追っていました」

　あちこちに触れるだけのキスを受けながら、結衣は言った。

「どっかであんたが見てると思ったから、頑張れた」

　瞼に口づけながら青柳は言う。

「どうして信じてくれたんですか」

「それがな、自分でもおかしいと思うんだけど、ほとんど心配してなかった。やっぱりあんたは俺のことが好きだって、ずっと信じてたからな」

「どうして……」

　確かに彼の言う通りだ。しかし、なぜわかったのだろう。

「最後の夜、あんたの体が言ってたんだ。俺のことが好きだって。柔らかくて、きゅうきゅう俺のを締め付けてきた。言葉より体の方が正直だろ。あんたの場合」

　露骨すぎる指摘に、結衣は顔を真っ赤にして首を振った。

「変なこと言わないでください」

「だって、本当だろう？　ん？」

　じっと見つめられ、結衣は頬を赤らめる。

「どうなんだよ」

　答えるまで許してくれないらしい。

「青柳さんの言う通りです」

　赤らんだ顔のまま結衣は言った。

　青柳は、ほらね、というような表情を浮かべる。

　こつんと額が、打ち合わされた。

「あれから誰とも寝てない？」

　子供を甘やかす時のような声である。

「はい」

「本当に待たせてごめん」

　かすれた声でそう言うと、青柳は再び結衣の唇を塞ぐ。

　今度のはとても落ち着いたキスだ。この唇が欲しかったのだと、改めて結衣はそう思う。

「好きだ」

「私も……」

　彼の長い指に己のそれを絡めながら、結衣は安堵のため息をつく。

　互いに互いの服を脱がしあい、ベッドルームへとなだれ込む。

　シーツの上に仰向けになり、彼の端正な顔を結衣は喜びと共にじっと見上げた。

　少し上気した頬が、欲望をはっきりと物語っている。

「あんたが欲しい」

　肉食獣が獲物を前にした時みたいに、ぺろりといやらしく上唇を舐める。

　そんな淫らな表情が、恐ろしいほど似合う美しい人。

「私も、あなたが欲しいです」

　結衣の言葉を聞いた瞬間、青柳は驚いたように両目を見開いた。

「あんたもそんなこと言えるようになったんだな」

「もう二十七ですから」

「そうか。じゃあ、あんたが嫌になるくらい、俺をたっぷりくれてやる……こんなに好きになった相手は初めてだからな」

　彼の大きな手のひらが頬を撫で、首筋をたどり、丸い膨らみに到達する。

「そうだ。この感触だ……夢にまで見た……」

　乳房をゆっくりと揉み込みながら、青柳は言った。

　彼の肌はとても熱く、指先は以前と変わらず繊細で愛撫はとても丁寧だった。

　たとえようもない喜びに、胸が大きく波打ってしまう。

「そうだ。一つだけ言っとかなきゃな」

　乳首を弄びながら、青柳は言った。

「花絵のことは、完璧に政略結婚だった。だから、それほど落ち込まなかった。あいつも俺を愛してなんかいなかったよ。戻りたいと言ったのも、ただ青柳家の財産が惜しくなっただけだろう」

　その後の展開から、青柳の言い分は正しいと思う。

　しかし、青柳の方はどうなのだろうか。

「でも、バーですごく落ち込んでましたよね、私に指輪をくれたりして」

　青柳は苦笑した。

「あの時はプライドが傷ついただけだ。振られたのは初めてだったからな。結局あれがきっかけであんたと仲良くなれたわけだから、結果オーライだ」

　白い乳房が男の愛撫に感じて、次第に赤みを帯びていく。

「んん……っ、じゃあ、どうしてあの時そう言ってくれなかったんですか？」

　喘ぎながらも結衣は尋ねる。

「あの時って、いつのことだ？」

「別れを切り出した、夜のことです」

　別に怒っているわけじゃない、ただ謎を解きたかった。

「あの時は、今のままじゃあんたに信じてもらえないと思った。だから心機一転、一から頑張ろうと思ったんだよ。あんたのことを心から愛してるから。それに財閥に嫁ぐのは、生半可な覚悟じゃできないことだ。色々苦労をかけることになる。俺の父親は特に難しい人だからな。口出しできないように成功してみせるしかなかった」

　青柳の覚悟は本物だと思う。日本を離れ、ちゃんと異国で成功した。それが自分のためだと思うと誇らしいようなむず痒いような、複雑な気持ちが湧き上がってくる。

「やられたら、やりかえす。少しでもばかにされたら、見返さずにはいられない。俺はそういう性格だった。だから、花絵に振られた時も悔しくてたまらなかった……本気で愛してたわけでもないのに。だけどあんたは違ってたよな。争いが嫌いで、誰も恨まない。そんなあんたと、あのタイミングで出会ったから俺は惨めな姿をさらさなくて済んだ。ありがとな」

　結衣は慌てて首を振った。

「私と青柳さんとじゃ、立場が全然違います。だって私は、恋の舞台にも上がっていなかったわけですし」

「初めての舞台に選んでくれて光栄だ」

　そう言われて、結衣は幸せなため息をつく。

「私もあなたが運命の人で本当によかった」

「かわいいことを言うじゃないの。よし、決定。今夜は寝かせない」

　青柳は左側の胸を手のひらで絞り上げると、そっと突起に口をつけた。

　温かい感触に優しく包まれる、久しぶりの行為。あまりの快感に背中がぞくりと震えてしまう。唇のぬくもりと巧みな舌先の動きに翻弄され、頭の中がただれそうになってしまう。

「あああ……は……あぅ」

「いい声。もっと出して」

　舌を長く突き出して、乳首を円を描くようにして舐め回す。

「以前より成長している気がするな。ほら見ろ、もうこんなにいやらしく立ってる」

　彼が口を開くたびに、温かい吐息が感じやすい箇所に触れる。

「や、やめてください、だから……そういうこと言うの」

　久しぶりの言葉責めに、結衣は真っ赤になってしまう。

「好きな女をからかうのは男の醍醐味だろう」

「それ、どういう理屈ですか」

「かわいいってことだよ」

　青柳は嬉しげにそういうと、胸元にたくさんの吸引を落とす。

「んっ……ふっ……」

　愛しい人のうますぎる愛撫に身を任せ、下腹部が甘く痺れてくる。

　気持ちがよくてたまらない。

　ずっとずっとこのまま、彼にされることを無防備に味わっていたい。

「好きだ」

　青柳が囁きかけてくる。

「私も好きです」

　何度同じ言葉を交わしても足りない。

　離れていた月日を埋めるかのように、せわしなく瞳を交わしあう。

　乳房に触れる、ぬるついた感触。

「あああっ……」

　まるで両生類が胸の周辺を這い回っているような、特別な感触に身悶えながら結衣は歓喜の声を上げる。

　舌先はさらに谷間を伝い、白く長い喉元を舐めあげた。

　これからどんなことをされるのか、二年前の記憶をたどりながら期待に心が沸き立ってくる。

　まだ始まったばかりなのに、蜜壷が卑猥に収縮していた。

「ひあっ……ああん」

　彼の舌使いが大好きだと、結衣は喘ぎながら考えた。

　このまま上半身を責められているだけで、何度も達ってしまいそうだった。

　結衣は彼の背中に両腕を回し、甘える様に頬を擦り付けた。

　青柳の手のひらが肩口から背中、そして尻の滑らかなラインをたどっていく。

　尻のこんもりと膨らんだ部分を、何度も擦られびくんぴくんと背筋が震えた。

「やっ……やっ……」

　こんな風に丹念な愛撫を受けていると、雲の上にでも体が浮き上がってしまうような、浮ついた気分に陥ってしまう。

　唇が吸われ、胸を激しく揉み込まれ、尻の小穴を繊細な指が這い回る。

　ショーツがじりじりと下ろされて、一本の線のような形状に変わる。自分でもいたたまれないと思ってしまうほど、いやらしい光景。

「いい眺め」

　彼がわざとらしく舌舐めずりをし、結衣は恥ずかしさに横を向く。

「今日もかわいらしい下着だな。脱がすのがもったいなくなってくる」

「うう……」

　ショーツは一旦太ももに留め置かれた。こんな状態で放置されるのは、全部脱がされるよりも恥ずかしい。

「すぐに脱がしてしまうのはもったいない。たっぷり堪能しなくちゃな」

　むっちりとした太ももに視線を這わせ、青柳は柔らかな下生えの下にある割れ目に目を向けた。

「もう濡れてる」

「翔さんのせいです……さっきから、気持ちいいこと……ばっかり……するから」

　ちらりと青柳に視線を向けて、結衣は泣き言を言った。

「あんまり長く持たないかも……」

「ばか言えよ、これからだろう」

　そっと割れ目に舌が合わされる。

「ふ……はあ……ああ……」

　舌の面を使い、肉襞を開くようにして愛撫され、たちまち蜜壷は溢れてくる。

　それをジュルジュルと吸われ、羞恥心に体全体が熱くなる。

　でもだめだ。もう止められない。花びらの閉じあわされたところをこじ開けるようにして、舌が奥へと侵入する。

「やっ……やっ……」

　久しぶりの異物に肉筒は怯え、淫らな収縮で押し出そうとするが、肉厚な舌はそれを許さない。

　優しくゆっくりと結衣の体を開いていく。

「ああ……ああ」

　あまりの気持ちよさに体が自然に動いてしまう。蕩けそうなほど巧みな舌使い。唇は優しく入り口を食み、敏感な花芯を刺激する。

「あんたが欲しくて死にそうだった。気が狂いそうだった。この気持ちわかるか？」

　時折顔を上げ青柳は呟く。

「あん……うっ……はぁ……うっ」

　わかると言いたいが言葉が出ない。あまりにも気持ちがよくてたまらなくて、このまま気をやってしまいそうだ。

　唇が離れ、今度は指が挿入される。

　中程まで差し込んだ後、ぐっと第一関節を折り曲げられ、肉襞が切なげな収縮を始める。

　愛液がたらたらと流れていき、太ももを粘着質な液体で汚していく。

「下着が……濡れちゃう……」

　もじもじと両足を擦り合わせ、結衣は青柳を上目遣いに見た。

「そんなのいまさら気にするな」

　結衣は、いやいやとかぶりを振る。

「お願い……もう……脱がせてください」

「仕方ないな」

　ずぶりと音を立てて指が抜かれる。

　青柳はショーツに両手をかけると、ゆっくり足首に向けて下ろしていった。

　結衣も、片方ずつ足をあげて協力する。

　一刻も早く彼と繋がりたい。

　全てを脱がされ、あらわになった肉体を舐めるように見つめられ、結衣の心はさらに高ぶる。

　彼を求めるように両手を突き出し、キスをねだる。

　青柳は心得たという風に口づけると、たった今指でほぐした、柔らかい箇所に己のものを軽く含ませた。

　ヒクヒクとその部分が収縮し、青柳の昂りきった欲棒がそれに反応してぴくりと震える。

「俺の、すごく求めてる感じ。いいなぁ。あんたのここ、すごくいい」

　青柳が嬉しげな口ぶりでそういった。

「ずっとあんたを抱くことばかり考えてた。どんな風に攻めて、どんな風にいじめてやろうかとそればっかり」

「私もずっと翔さんのことばかり考えてました」

「かわいいこと言うじゃないか」

　ぐっと屹立が押し込まれ、結衣の子宮を突き上げる。

　激しく仰け反りながら、結衣は青柳の足に己のそれをしっかりと絡みつかせた。

　たくましいものを深々と突き刺され、肉襞をぐいぐいと広げられ、快感が身体全体を支配する。

「えっ……ああっう……はあっ……」

　いつしか結衣は、妙なる声で喘ぎすすり泣きを漏らしていた。

「あんた、感度がよくなったんじゃないの」

　角度を変えて責め立てながら、青柳はくすりと笑いかけてきた。

「自分じゃ……よく……わかり……ううっ……ませんっ」

「いや、まじで良すぎる。なんでだ？　誰ともこんなこと、してないだろうな」

「してま……せんっ……」

　脈打つ物を結衣の肉襞が思い切り締め付け、青柳はくっ、と眉根を寄せる。

「きついぞ、少し力を抜いて」

「こう……はっ……ですか」

　ハァハァと荒い息をつけながら、結衣は全身の力を抜いた。

　体内にめり込んだものがぴくんと動く。

「あああっ……」

「いいぞ。すごくよく締まる……気持ちいい」

　彼の興奮も結衣と同じように、高まっているようだった。

「あああ……は……あぅ」

　激しく身悶えながら結衣は、大きすぎる幸福感に浸っていた。

　愛する人と一つになる。

　その事実に胸が高なり、結衣の体はますますしどけなくなっていく。

　青柳はずぶりと屹立を抜き、結衣の両足を、己の肩に持ち上げた。

「んっ……ふっ……」

　恥ずかしいところが、彼の視線のすぐ側にあり結衣は思わず顔を赤らめる。

「行くぞ」

　ぐい、と腰を進められ、結衣は泣きそうになりながら与えられる凄まじい快感を受け止めた。

「うう……つっ……ぅ……んっ」

　気持ちがよくてたまらなくて、いつの間にか淫乱な女になってしまっている自分に驚く。

　でも、もう過去の自分には戻れない。

「俺だけのかわいい娼婦になって」

　甘い囁き声に心を揺らしながら、結衣は体の奥深くまで穿たれる、灼熱の屹立に思いを寄せた。その力強いものが与える快感と、絶妙な動きを追うことに、結衣はいつしか夢中になる。

「あああ……は……あぅ」

　挿入は激しく繰り返され、繋がった箇所から体の赤みが広がっていく。

　激しく白い喉を仰け反らせ、細かく蠕動する肉襞で、彼の物を締め付けながら結衣は純度の高い官能に身を任せた。

「ああん……あっ……はぁ……あっ」

　寄せては返す波のように、小さな快感と大きな快感とが繰り返され、結衣の肉体を甘い蜜の袋へと変えていく。

「ひあっ……ああん」

　盛りのついた猫みたいないやらしい声に、自分でも恥ずかしくなってしまうが青柳は嬉しげに微笑むと、結衣の胸元を弄ぶ。

「感じてる顔、すごくかわいい」

「青柳さんも素敵です」

「かわいいことを言ってくれるじゃないの。これはもっと頑張らないとな」

　屹立が抜かれた。

　くるりと体を返されて、今度は背後から貫かれる。

「ううう……ふっ……くぅ……んっ」

　一番感じやすいところを擦られて、結衣は背中を仰け反らせて激しく喘いだ。

「ここがいいんだな」

　青柳のものが同じところを執拗に擦過し、そのたびにジュクジュクと甘い汁が絞り取られる。

「ああ……ああ」

　パシパシと尻の打ち合わされる激しい音が、狭い部屋を満たしていく。

　シーツに腰を落としそうになるが、すぐに引き上げられ抽挿が再開される。

「んっ……んんっ」

　快感の渦が子宮を押し上げ、あまりの気持ちよさに気をやりそうになる。

　いつしか結衣は腰を振り、彼の動きに答えていた。

「りんごみたいな丸い尻。こういうとこまで全部かわいい」

　青柳は結衣を貫きながら、結衣の小ぶりな尻を凝視しているようだった。

「ああ……ああ」

　見られていると自覚すれば、さらに官能が深まっていく。

　結衣の秘玉はジクジクと疼き、秘裂は与えられる刺激のため、ぱっくりと開ききっていた。

「んっ……んんっ……ふぅ……」

　盛りのついた猫みたいな、このいやらしい声を止めてしまいたいと思うけれど、こらえた瞬間に次の刺激を与えられ、ままならない。

「もっと感じていいんだぞ。ほら、もっと声を出せよ」

　意地悪な声に、結衣は身悶える。

　気持ちよくてたまらなくて、このまま死んでしまっても本望だとさえ思うくらいに悦くて、次第に理性が奪われていく。

　ぐちゅぐちゅと内部がえぐられる。

「すごい感じ方……俺がいない間、あんたどうやって堪えてたんだ」

　不思議そうに青柳は尋ねる。

　その間もピストン運動は止まらない。

「うっ……くぅ……ふっ……あう……はぁ……」

　身体を串刺しにされたような、甘い衝撃に身悶えながら結衣は必死に答えようとした。

　しかし、すぐに角度を変えて貫かれ、何も言えなくなってしまう。

「もしかして、一人で自分を慰めてた？」

　恥ずかしい問いかけに結衣はぶるぶると首を振る。

「まさか、やり方を知らないわけじゃないだろうな？」

「そうじゃ……ないですけど……」

「俺じゃないとダメってことか」

　青柳はニヤリと笑い、さらに腰を入れてきた。

　ぶるりと背中が震え、結衣の瞼にたくさんの星が煌めいた。

「あああ……は……あぅ」

　唐突に訪れた絶頂に結衣は激しく泣きじゃくる。

　愛液と共に大量の水が流れていき、シーツにはしたないシミを作る。

「汚れちゃった。ごめんなさい……」

　すすり泣きが止まらない。

「何を謝る。かわいいだけだ」

　そういうと青柳は再び結衣を深々と貫いた。

「あああっ……くっ……ぇっ……」

　今まで感じたことのない強すぎる刺激が、結衣を激しく翻弄する。

　まだ青柳は達ってない。息も絶え絶えな結衣と違い、まだまだ余裕がありそうだ。結衣の秘裂からこぼれた愛液を眺め、青柳は悪戯っぽい笑みを浮かべた。

「ずいぶんかわいいことになってるな。よし、俺が綺麗にしてやる」

　青柳は結衣をひょいと抱き上げた。




　青柳が向かったのはバスルームだった。

　シャワーから一気に吹き出す熱いお湯にまみれながら、二人は舌の絡み合ういやらしいキスを交わしあった。

　一戦を交えた後とは思えないくらい、青柳の表情に変化はない。

　結衣の顔は、はしたないほど上気していた。

「まだ足りないって感じだな」

　青柳は片頬を上げて笑いかけると、胸と胸をぴったり合わせ結衣の体を抱きしめてきた。

「ん……」

　彼のたくましい胸板に顔を寄せ、互いのぬくもりを感じあう。

「行くぞ」

　耳たぶを甘噛みしながら囁かれ、結衣は両目を見開いた。

「体を洗うんじゃなかったんですか？」

「そうだよ」

　しれっとした顔で言いながら、青柳はちょうどいい角度を探っている。

「言ってることと、やってることが違いすぎます」

　さっき抱かれたばかりで、まだ体のあちこちが疼いている。

　こんな風に挑まれると、期待に蕩けそうになってしまう。

「もちろん洗うさ。あんたの体を存分に味わってからな」

　青柳が結衣の腰を両手で支えた。

「力を抜いて……もっと……そう……そんな感じ」

　予告の後、彼のものが入ってきた。

「んっ……んんっ」

　お湯の助けを得てか、思いの外すんなりとそれは最奥に到達し、再び結衣に強烈な快感をもたらす。

　結衣の肉は、男を精一杯食いしめ、極限まで赤く充血していた。

「ううう……ふっ……うぅ……あっ」

　一突きされるごとに凄まじい快感を覚え、細い腰がうねる。

　両足は極限まで開かれて、串刺しにされるような感覚に翻弄される。

　沸点の高い絶頂が近づいている。

　ひとしきり蕩けた肉筒を突き刺すと、青柳はずるりとそれを抜き出した。

「ああ、まだ……」

　抜いちゃダメ、と言いそうになり、結衣は唇を噛み締める。

　青柳は微笑みながらこう告げた。

「今夜はとことんあんたに奉仕したい気分」

　青柳はタイルの上にひざまずくと、さっきまで己をはめていた赤らむ割れ目に、そっと口づけた。

「んっん」

　太いもので内部を擦られることに比べれば、舌の愛撫はささやかな刺激だ。

　しかし、感じやすい部分を丹念にまさぐられていると、次第に体が蕩けてきて甘い雫が絶えず落ちる。

　下生えが濡れているのは愛液のせいか、それともお湯のせいなのかわからない。

　熱い舌が内部を清め、新たな快感を連れてくる。

「あああっ……」

　結衣はあまりの気持ちよさに、泣きじゃくりながら激しく悶えた。

　こんなにも絶え間なく快感を与えられれば、気がおかしくなってしまいそうだ。

　視線を下に向けると、淡い下生えがお湯を吸って肌に張り付いている様子が目に入った。

　黒く濡れた森の隙間から、赤い秘玉がのぞいている。

　そこはいやらしく震え、男の愛撫を待ちかねていいるようだった。

　結衣が少し腰をくねらせたためか、いやらしく蠢くその部分に青柳は舌を押し当てた。

「くっ……んんんっ」

　秘玉に唾液がまぶしつけられ、蜜がとめどなく溢れてくる。

　身悶えながら、結衣は青柳を見下ろした。

　まるで、姫が家臣にかしずかれているようだ。

　どんなに我慢しようとしても、溢れる蜜は止まらない。

「また、欲しい？」

　上目遣いに結衣を見ながら、青柳は尋ねる。

　こくこくとうなずけば、青柳はやっと立ち上がり結衣の体をぎゅっと抱きしめた。

「今度はバックから」

　ぐるりと体を返されて、内ももに手を添えて両足を開かれる。

「この体勢は……恥ずかしい……です」

「だから、わざとやってんの」

　背後から結衣の腰を掴み、丸い尻を突き出すように引っ張ると青柳は屹立を濡れそぼった秘裂に押し当てた。

「ああ……ああ」

　開ききった蜜壷に、巨大なものがめり込んでくる。カリの太い部分で内部を何度も擦過され、身震いするほどの喜びがこみ上げてきた。

「あんたの中、もう俺の形に馴染んでる。俺たち体の相性、最高だよな。離れてた時間を感じさせない」

　下側から突き上げるように挿入され、結衣はただ喘ぐばかりだ。

　体の中が、青柳の形に変えられていく。

　太くたくましい楔が、内部でぐるりと押し回される。

「あああっ……気持ち……いい……っ……っ」

　肉襞が何度も痙攣した。愛液の甘い香りがバスルームに充満していく。

　奥深いところまで穿たれて、結衣はさらなる高みへといざなわれる。

　深く官能的な結合に、夢見心地になってしまう。

「あああ……は……あぅ」

　内臓をかき回されるような交接に翻弄され、結衣の足はガクガクと震え始めた。

　もう崩れ落ちてしまう……と思った瞬間、屹立が抜かれ再び体を返された。

　脈打つ欲望が角度を変えて入れられる。

「う……あっ……ふぁ……つっ」

「いやらしい声。そんなに俺の、気持ちいい？」

　激しいピストン運動を繰り返しながら、青柳が楽しげに囁きかける。

「いい……ああっ……ううっ……」

　割れ目が切ない痙攣を繰り返し、快感を青柳に伝えている。

「青柳さん……お願い……もう……だめ……」

　まだ余裕を残している彼の表情に、結衣は軽い羨望を覚えた。

　どこまで強い人なんだろう。

　もうこれ以上されるのは無理なのに。

　気持ちが良すぎて本当におかしくなってしまう。快感をねだるだけの淫乱な、今の自分とは異なる淫らな生き物に変えられてしまう。

「くっ……んんんっ」

「あんたの中、とろっとろ。俺の、くわえて離さないな」

　広げられた花弁を指で弄られ、結衣は腰をくねらせた。内部で青柳が質量を増し、愛液がとろとろと流れ落ちる。

「今夜は何回だって抱ける……あんたをとことんいじめてやる」

　耳たぶを甘噛みしながら囁かれ、結衣は頬を赤らめた。全身が熱く蕩けきっている。

「一人でも寂しくないように、自分でやってみる？　うん、やり方を覚えた方がいいかもな」

　体を繋げたまま、青柳が結衣の手を取った。

「え……？」

　何をされるのかと思ったら、青柳は結衣の手を秘玉へと導く。

「やっ……」

　羞恥心のあまり結衣は、思わず悲鳴を上げた。されるのならともかくも自分でそんなところを弄るだなんて、絶対に無理だと思う。

「こらこら、逃げるな」

　青柳は苦笑しながらも結衣の手首を離さない。

　仕方なく結衣は、押し付けられた秘玉に己の指でそっと触れてみた。

　コリコリとした感触が指の腹に触れ、結衣の背筋に痛いような快感が走る。

「ん……んっ」

　感じいった声を上げたそのタイミングを狙って、青柳が深々と腰を入れてきた。

　その動きに合わせて、自らを弄る指の動きも激しくなる。

「あん……ああん……」

　内壁が青柳のものを絡めとるように痙攣する。男の全てを搾り取るような、いやらしい動きだ。

　青柳が乳房を鷲掴みにした。

「ううっ……」

　乳首の先がぶるりと震え、蜜壁が一段と収縮する。

「やっ……もう……無理……ああっ」

　頭頂から爪先にまで快感が走り抜けていく。

　結衣は己を弄るのをやめ、青柳の肩にしがみついた。

「すごい締め付け……まるで処女を抱いてるみたい」

　からかう声にまで感じてしまい、目がとろんと垂れ下がっていく。

「……しばらくは海外と日本の往復になる。会えないことも多いからな。それまで自分でできるようになっといて」

　切なげな声で青柳は告げる。冗談かと思いきや、本気だったらしい。

　答える間もなく青柳は、ぐちゃぐちゃといやらしい音を立てながら激しいピストン運動を繰り出し始めた。

「ふあ……ああ……ああん」

　開ききったそこは、ダラダラと愛液を垂れ流しながら与えられる快感を受け止めている。

　乳房を愛撫していた手のひらが、尻へと移動した。

「くうっ……んん……っ」

　丸い尻を鷲掴みにすると、ぐっと持ち上げる。

「きゃんっ……」

　結合が深まり、結衣は背中を仰け反らせて悲鳴を上げた。

「腰にくるようないい声。たまらない」

　ずくりと深いところをえぐられて、熱い炎が全身を駆け抜けていく。

「あああっ……」

　蕩けるような絶頂が近づいてくる。

　しっかりとたくましい首筋に両手を絡め、結衣はその瞬間を待つ。

　極限まで広げられた肉壁が、青柳のものを思うさま締め付けた。

「ひあっ……ああっ……」

　喘ぎ声が止まらない。

　存在感のあるたくましいものが内部を思うさま蹂躙し、結衣を夢見心地にさせてしまう。

　官能の炎は途絶えることなく、仰け反った背中が痙攣する。

「もっともっと乱れてくれ」

「ひあっ……ああん」

　激しい快感に子宮がずくんと音を立てて震えた。

　愉悦におののきながら、結衣は純度の高い官能に身を任せる。

　体内で彼のものが、大きく跳ね上がった。

　熱い飛沫が結衣の中に叩きつけられる。腰を揺らしながら結衣の快感は限界を超え、一瞬意識が飛んでしまう。

「……っ……っ」

　ピクン、ぴくんと身体をくねらせ、結衣は青柳にしがみついた。

「よしよし。気持ちよかったな」

　慰撫するようにそう言うと、青柳は唇を重ねてきた。

　ずるりと屹立が引き出される。終わってしまったと言うのに気持ちがよくてたまらない。

　どこもかしこもじんじんしている。

　しかしもう限界だ。

　ねっとりと、唾液の尾を引きながら唇は離れた。

　彼の目の中に自分の顔が映っている。

　幸せいっぱいの表情だ。

　青柳もとても嬉しそうだ。

　さすがにこれで終わる、と思っていたのに……。

「よし、じゃあ、そろそろ仕上げにかかるか」

　青柳は手でボディソープを泡立て、にっこりと笑った。

　ふわふわした泡の塊が、背中にまぶしつけられる。

「もう……いいです……休ませてください」

　くすぐったさに結衣は首をすくめる。正直言って体を洗ってもらう余裕などない。

　体を巡る熱い熱を、やり過ごすのに精一杯だ。

「そんなに俺の、気持ちよかった？」

　意地悪な表情で尋ねられ、結衣は悔しさに唇を噛む。

　そんなのイエスに決まってる。

「あんたは本当にかわいいな。俺の大切な宝物だ」

　そういうと青柳はニヤリと笑った。

「宝物はピカピカに磨かないとな」

　青柳は結衣の太ももに、手のひらで育てた泡を塗りつけた。

「あああっ……」

　太ももを上下する手のひらの、淫靡な動きに感じてしまい結衣の鼻から甘い息が漏れてくる。

　結局始まってしまうらしい。もう止める気力は残っていない。

「さあ、ちゃんと足を広げて」

　彼の要求は容赦ない。

　顔を真っ赤にさせながら、結衣は悪魔のような言いつけにおずおずと従った。

　彼の下腹部はむくりと起き上がっていて……。

　まだまだ眠らせてくれそうになかった。







　目玉焼きの焼ける、香ばしい香りで目を覚ました。

　慌てて結衣は半身を起こす。

　ベッドの上に青柳はいない。

　体中につけられたキスマークの痕に、顔を赤らめながら結衣は衣服を身につけた。




　リビングに行くと、ちょうど朝食の皿を並べている青柳の姿が目に入った。

「おはよう。ありあわせのもので作らせてもらった」

「すごい……美味しそうですね」

　目玉焼きにサラダ、洋風のスープと言う簡単なメニューではあるが、彩りや切り口がとても美しい。

「ありがとうございます。青柳さん、お料理できたんですね」

「ニューヨークで覚えた。なぜか和食ばっかりだけどな」

　並んで座り、二人揃って両手を合わせる。

「いただきます」

　結衣が箸を取ろうとしたら、

「あ、ちょっと待って」

　青柳は何かをポケットから出すとテーブルに置いた。

　紫色の小箱。

　開くと中から、大きなパールの指輪が現れた。

「俺と結婚してください」

　神妙な顔で青柳は言う。

「喜んで」

　間髪入れずに結衣は答える。

　青柳は微笑みながら結衣の手をとると、薬指にそれをはめた。

「……ありがとうございます」

　心の底からそう言って、青柳を見る。

　なぜか青柳は不思議そうな顔をしている。

「翔さん？」

　彼の長い指が伸びてきて、結衣の目尻をそっと拭う。

「……相変わらずだな。この、泣き虫」

　唇が重なり、結衣はそっと目を閉じた。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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